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【要旨】本稿ほ，現代朝鮮語の接続形斗ヱと凱机こついて，それらを取る動  

詞のアスペクト的特性との関連性を明らかにし，さらに両接続形の機能につ  

いて述べる。その際，前提となるアスペクトによる動詞分類は，浜之上事  

（1991），野間秀樹（け95b）に依拠し、必要に応じて筆者の観点を追加した。   

単一主体，単一動作で可ヱ史中形式のみを持つ動詞が可ヱを取ったとき，  

時間的関係による＜先行＞＜様態＞＜継起＞＜同時＞の意味を実現し，判  

ス1を取ったときは，すべてが論理的関係による意味の＜手段・方法＞＜原  

図・理由＞となることを明らかにした。   

次に，嘲裏中形式を持つ動詞が胡ス1を取ったときは．すべてが時間的関  

係による意味の＜様態＞となり，その際，前件動作終了後その結果が継続  

する局面を受ける。斗ヱを取ったときは，非時間的関係による意味の＜並  

列＞となる。   

次に，単一主体，単一動作において斗ヱ毀中形式¶ 剖1史中形式を共に持  

たない動詞が斗エを取ったときは，複数主体，複数動作においては斗ヱ裏  

年形式を持ち得る場合とそうでない場合とに分けられ、前者のみが時間的  

関係の意味を実現する。  

掴はの機能〉 時間的関係…斗ヱ裏中形式のみを持つ動詞をとって，前件  

動詞の生起～終了局面のある一点を受ける  

非時間的関係…アスペクト形式とは関係なく，すべての品  

詞をとって，前件と後件を単に“羅列”させる  

相可の機能〉 時間的関係…嘲毀中形式を持つ動詞をとって，前件動詞の  

終了結果が継続する局面全体を受ける  

論理的関係…（1）アスペクト形式とは関係なく，すべての品  

詞をとって，前件と後件を“因果関係”で  

結ぶ  

（2）可ヱ裏中形式のみを持つ動詞をとって．前  

件と後件を －一手段・方法”で結ぷ   
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0．本稿の目的  

rl）  本稿ほ，現代朝鮮語の接続形トヱ”と“Ⅰ汀一斗’（以後“可斗 到耳’と  
記）について，これらの接続形を取る用言のアスペクト的特徴との関連  

性を明らかにし，さらに可ヱ，朝べの機能を明らかにすることを目的とす  

る。  

1．先行研究  

外耳朝川は接続形のなかでも最も頻繁に用いられており．司召叫（1929）  

を始めとする多くの先箪によって，形態論的，統辞論的，意味論的な側面  
から研究が蓄積されてきた。なかでも．叫べに関する権在淑（1994b）の研  

究は，用言の性質との関わり．とりわけ意志動詞，無意志動翁などを具体  
的実例に即して考察した点で虫垂である。鄭玄巌（1996）は，権在淑  
（1994b）の方法論を踏襲してキュを分析したもので，まず実現される意味  

を規定した上で，用言の種類との関連性を明らかにし．それらをタクシス  

性と関連づけ竿論じた。   
一方 菅野裕臣（1971：191，206）によれば，斗ヱ，朝ス1とそれらを取  

る動詞のアスペクト的持越との関連性をいち早く提唱したのは，旧ソ連邦  
のG．E．R。。hk。V［PaL．K。B］（1962）であ晋．後続する用言を移動動詞と限  
定した上での考察であったが，極めて注目に値するものである。大韓民国  

でも，べ召ヰ（19g2b，1996）など．斗ヱや叫べと動詞のアスペクト的特  

徴との関連を述べた論考はあるが．アスペクト的特徴の分輝基軌こ具体性  
を欠き，両接続形の機能的本質を究明するには至っていないし，両接続形を  

対比的に取り扱った研究としては，内山政審（1999）と鄭玄淑（1999）が  

ぁ（岩）。．前者は．権在淑（1994b），鄭玄淑（1996）を批判的に継承したもの  
で，外耳朝川の新しい文法的意味を提示しようとしたが．「一体化」，「場  

面」など分析の鍵となる概念の規定が唆楳で論旨に明快さを欠き，その結  
（ 

論にも疑問が残また，後者は，特定の動詞類が斗ユを取る場合はアス  

ペクト的特徴と深く関わることを明らかにした。ただし，この結論は，分  

析の対象を＜様態＞の斗ユに限定したうえで得られたもので．その全体像   
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を示すものではない。本橋は基本的に．権在淑（1994b），鄭玄淑（1996，  

1999）を踏まえ，アスペクト形式による用言分類との関連を通して，可ヱ，  

印可の用例を網羅的に分析し，その全体像を明らかにせんとするものであ  

る   

ところで，朝鮮語のアスペクトの研究は．旧ソ連邦の研究に端を発し，  

（1j） その後さまざまな研究が積み重ねられてきた。しかし．その中でも浜之上  
幸（1991，1992，1997a．1997b）は．言語資料に基づく動詞分類を初めて  

試みたもので，これまでの研兜とは異なり，文法範疇としてのアスペクト  

（aspect），語彙範暗としての動作様式＝アクツイオーンスアールト  

（Aktionsart）．機能＝意味論的範噂機能としてのアスぺクチュアリティー  

（aspcctuality）を厳密に区別して論じたもので，現段階では最も進んだ研  

究と考えられる。このような浜之上専（1991）のアスペクトの分類に，野  

間秀樹（1995b）は複数主体の複数動作や反復動作に対する観点を導入し  

た．＝斗ヱ，判月と用言のアスペクト的特徴との関連性を研究するにあたっ  

て，両氏の諸論文は非常に有用であり．本研究も両氏の研究成果に依拠し  

ている。  

乙 研究の前提   

2．1．研究の方法及び資料について   

本研究は，斗ヱと叫べの実際に使われている用例を同一資料の範幽内で  

収集し，それに基づいて実証的に分析，分類する。その方法と資料の取り  

扱い方その他詳紳については．鄭玄淑（1996」999）を継承すまた，  
（ 

用例を扱う際には．当該の単語のみならず文脈を共に扱⊃   

2．2．ヰヱ，朝べが実現する意味と考案対象の限定   

鄭玄淑（1996）は．可ヱの実現する意味を①～⑥の6つに分けて定義し  

ており，その内容に大きな変更を加えない範囲で細部の字句を若干修正し  

てここに提示する。   

①先行‥・前件が後件より先に終了し，その結果が残らずに後件が起こ  

る。   
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②様態…前件が後件より先に終了し．その結果が残るなかで後件が起  

こる。  

③同時…前件と同時に後件が行われる。  

④並列…前件と後件がたんに列挙される。  

⑤原因・理由…前件が原因・理由となり，その結果が後件として表れる。  

⑥条件…前件が後件を条件付ける。   

また，本稿ではさらに＜手段・方法＞と＜継起＞の実現する意味を追加  

した。   

⑦手段・方法‥・後述することがらをなすための手段・方法を表す。   

⑧継起‥・前件が先に起こり，それが継続するなかで後件が起こる。  

前者は権在淑（1994b）の定義を踏襲して規定したが，後者については  
（】11）  

次の例を見てもらいたい。  

（1）喜八01号曾ヱせ瑚舌結句せ喜古司且71エ召司01汝ヰ・（望司‥  

151）  

（二人の間柄を知って反対する叔父の顔色を伺うのも嫌気がさした。）  

（1）は，号斗01音曾甘（二人の間柄を知る）が先に起こってはいる  

が，それが継続するなかでせ瑚ネヰ（反対する）が起きている。例えば．  

＜様態＞の‘7憎合音ユ社叶（カバンを持って行く）の場合，前件‘7t  

せせ号叶（カバンを持つ）が先に終了し，その結果が残っているなかで  

後件が始まる点で（1）の用例と異なる。＜同時＞の‘司01外号音ヱ祉  

叶（リヤカーを牽いて行く）の場合，前件と後件が同時に進行している  

ので、また例（l）と異なる。（1）のような用例は，鄭玄淑（1996：54－38）  

では因果関係を重視して＜原因・理由＞と解釈したが，本稿では前後件の  

なお，鄭玄淑（1996）では上述の  時間的関係を重視して＜継起＞とした。  

定義を斗ヱに限って用いたが，本稿では，   到べを分析する際にも適用する。  

さて，斗ヱ，利和こ関するこれら8種の意味は，鄭玄淑（1996：78－80）   
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で指摘したように，時間的関係による意味（＜先行＞＜様態＞＜継起＞  

＜同時＞）と，時間的関係とはまったくかかわらない非時間的関係による意  

味（＜並列＞）と．論理的関係による意味（＜原因・理由＞＜手段・方法＞  

＜条件＞）に大別神本稿は叫ユ，錮と用言のアスペクト的特徴と  

の関連性を明らかにしようとするものであるから，主に時間的関係の意味  

に着目（じ）．非時間的関係や論理的関係による意味については極力省略して  
論じていくことにする。   

なお，次のような用例は考察の対象としない 

（2）盲句草書フ17tせ寺岬司717一柳・i酎卜51）   

（目の青い色がさらに濃く与って鬼気が遷ヱ左。）  

（3）斗曹♀キュユ土可吉キス刊司01‥・（司召増：50釘   

（人は塾生．その声は複鱒軍れ…）  

（2）は．前件と後件の主探が異なる例で，意味ほ＜原因・理由＞とな  
り．（5）は，前件と後件が行われる場面が異な（芸）例で，意味は＜先行＞と  
なる。このように，前後件の主体や場面が異なり．それぞれに主語と述語  

が揃っている文は．前後件の内容がそれぞれに完結している。要するに．  

接続形を除いて文を2つに割って，2つの文を作ることができるのである。  

こうした用例は．本研究にとって有益性の低い分析対象であるので，考察  

（21） の対象外とする。   
また，指定詞（名詞等＋指定詞も含む）．存在詞，形容詞は可ヱを取る  

と基本的に＜並列＞となり．まれに＜原因・理由＞となって．時間的関係  

による意味は実現しない。同様に朝ス1を取っても，その大半が＜原因・理  

由＞となって時間的関係による意味はほとんど実現しない。したがって，  

これらも考察の対象外とし，品詞としては動詞のみを取り扱う。なお．本  

研究で収集した用例の出現頻度は可ヱが4，336乳 剤べが1，705例で，両  

接続形と結合する品詞は，両者とも動詞が70％以上現われている。   
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3．アスペクトの形式とクラスの分類   

3．1．現代朝鮮語動詞のアスペクト形式   

本節では斗エ，胡べを取る動詞を，アスペクト形式である“斗正史ヰ”，  

“朝 裏打t（以下．便宜上可正史q，朝裏ヰと記す）形式を取り得るかど  
（   

ぅかの形態的基準によって分析する。その際，せヰ，或ヰ形式は用いな   

以下 〈1〉可ヱ裏中形式のみを持つもの，〈2〉斗ヱ裏中形式と朝裏中形  

式両者を共に持つもの．また．瑚裏中形式のみを持つもの，〈3〉斗ヱ裏中  

形式と胡裏可形式を共に持たないもの，のうつにまとめて論じる。  

3．乙 現代朝鮮語のアスペクト的クラス   

浜之上幸（1991）は－ 動詞のうち割ユ裏ヰ形式を持つものを「動作動  

詞」，持たないものを「状態動詞」とし．動作動詞についてはさらに雪中  

（たべる），召ヰ（歩く）のように，斗正史ヰ形式が「具体的な動作を表し  

局面を特定できるもの＿lと，曾ヰ（分かる，知る）、望号可q（熱中する）  

のように「具体的な動作を持たないもの」に下位分類し，前者を「動作性  

動作動詞」．後者を「状態性動作動詞」としている。動作性動作動詞は，  

また「主体変化後の局面を表す形式を持つかどうか」（＝動作後の主体が  

変化するかどうか）でさらに「主体変化動詞」と「主体非変化動詞」に下  

位分類す曾。   
また．野間秀樹（1993b：29－35）は，単一主体の単一動作において斗ユ  

裏中形式を持ち得るかどうかで，「有局面動詞」と「細局面動詞」とに分  

けている．：本稿でほ，前掲の浜之上幸（1991）の「動作動詞」と「状態動  

詞」の分類に．さらに「有局面動詞」と「無局面動詞」の観点を加えて考  

察していくことにする。  

3．3．割ヱ毀中形式のみを持つ動詞と斗ヱ，竜川  

3．5．1．斗工裏中形式のみを持つ動詞が斗ヱを取る場合   

以下，可ヱ裏中形式のみを持つ有局面動詞が．斗ユを収ったときに実現  

する意味を確認しつつ，動詞のアスペクト的特徴との関連性を考察してい   
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こう．「  

う．う．1．1．＜先行＞の斗ヱ  

可斗昔♀望司し月司叫01・召せ彗ヱ叫波音しlヰ．（尋ス1む‥59）  
（4）   

（女性の方は先に降りて朝御飯を食べて発ちました。）  

（4）は‘01一句阜  雪ヰ’（朝御飯を食べる）が終了して，その結果が残ら  

ないで可叫ヰ（発つ）が行われるので＜先行＞と解釈できる。なお，後件  

には．7一斗（行く），且ヰ（来る），呵ヰヰ（発つ），斗ヰ（寝る），毀ヰ（座  

る），ペヰ（立つ），望01ヰヰ（立ち上がる）などの自動詞が圧倒的に多く  

現われ（芸‡、同様の例のなかから出現頻度が2例以上のものを7L叫，叶‥  
順に挙げ，‘前件：後件／前件の客体’で表す1ただし単一主体，単一動  

（） 
作に限（以下これに倣う）1  

昔ヰ／を叫号（焼く／カルビを），督ヰ／杏脅せ（敷く／カーペットを），ワ1♀q／  

せ杏含（放める／弾窓を），せq／且し同音（閉める／モニターを），甘ヰ／骨せ  

（拭く／体を），号ヰ／瑠月阜（食べる／昼を）．ロ川中／勇司音（飲む／コーヒーを）．  

中叫ヰ：且月（会う：来る），せ号可（作る），曽ヰ中：7t斗（言う：行く），  

雪中／年♀（飲む／薬を），せ可／璽脅せ（もらう／連絡を），叫♀ヰ（習う）．分  

中／且増せ（煮る／おでんを），利手斗ヰ（洗顔する），生じレス1昔（書く／詩を），  

想q／せ司書（洗う／傷を）．望ヰ／昔阜（開ける／ドアを）．引ヰ／0月71昔（読  

む／話を），斗中：7一斗（寝る：行く），子斗／せせ（与える／水を），嘲可／ス】エ  

正ヰ与（お目にかかる），人1ヲlヰ／朝里阜l佼＼汝可ヰ（座らせる）l伊，奥  

71ヰ（脱がせる）l好．刈♀ヰ（寝かせる）＝好．嘲♀斗（乗せる）l好  

（注）飢ま自動詞．好は使役動詞を意味する．＝．使役ほ頻度とほ関係なく挙げている。  

（注）上の用例中，後件（：の後に記入）が示されている場合，移動動作など後件  

が限定されることを示すu  

以上の動詞類はすべて具体的な動作を表し，かつ動作後の主体が変化を  

しないもので，アスペクト的クラスは動作性動作動詞のうちの「主体非変   
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化動言現に当たる。  

3．5，1．2．＜様態＞の可ヱ  

（5）吾朝型Ol勲♀量室即発中・（ヲ1・旦ヲト152）  

（従業員がグラスを持って歩いてきた。）  

（5）は1覆せ喜叶（グラスを持つ）がいったん終了して，その結果の  

みが残るなかで－ グラスを持った状態（杏古手せE椚で一召01且ヰ  

（歩いてくる）が行われるので＜様態＞と解釈できる。同様の例を次に挙  

げる。  

中骨ヰ／望せ（つぐむ／ロを），朝己1斗／叶01喜（連れる／子供を），書中／寄せ  

（持つ／銃を），旦中／盲阜（開く／目を）、叫ヰ／可勿1叫（かける／肩に），且人1  

ヰ／可ロ1増せ（お連れする／母上を）．望司斗／尊台（聞く／腕を），刃ヰ／千手  

昔（はく／靴を），ゼq／富合（乗せる／体を），坐q／手召せ（被る／タオルを）．  

せヰ／OtOl喜（抱く／子供を）．句中／叫01音（背負う／子供を），♀且己1斗／昔  

せ（かがめる／体を）．望ヰ／句与普（着る／外套を），冥可／孟習合（つくる／  

表情を），叫ヰ／重科昔（乗る／電車を），司ヰ／司司書（伸ばす／腰を），可可／  

望言阜（する／顔を）¶ 等。  

以上の動詞類はすべて風体的な動作を表し，かつ動作後の主体が変化す  

るもので，アスペクト的クラスは動作性動作動詞のうちの「主体変化動  

詞」に当たる。  

なお，＜先行＞と＜様態＞の意味区別の方こついて，後者の例・杏合  

音ヱ召01敦叶（グラスを持って歩いて来た）の場合、1そ】－せ音更叶（グ  

ラスを持った）のように，前件がいったん終了し，後件召可且ヰ（歩いて  

くる）を行う最中にも前件に対して‘杏せ号ヱ姐叶（グラスを持てい  

る）と言える．「一方＜先行＞の例‘ot召せ 彗ヱ 叫ヰ叶（朝御飯を食べ  

て発つ）の場合は，‘ot召阜当毀叶（朝御飯を食べた）のように，前件が  

終了し，後件可ヰ中（発つ）を行う最中に前件に対して‘o一朝♀当ユ毀   



トヱ，Ⅲ－ベと動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（9）  

（ヱ7）  

叶（朝御飯を食べている）とは言えない。  

5．う．1，3．＜継起＞の斗ヱ  

（6）甘可塑司1スl喜召号王旦呵司書召増号増工旦咋叶叶ユせアーキ  

句人1音更号富士と呈せ増刊可司ユ裏毀叶川1せ：46）  

（人に世話になることを極度にいやがる潔癖症程度に理解して 唯  

一の田舎の親戚との線を自ら断念してしまっていた。）  

（6）は．01司1斗叫（理解する）が先に起こり，そのことが継続するなか  

でせ甥斗q（断念する）が起こっているので，＜継起＞と解釈できる。同  

様の例を次に挙げる。  

（A頼）書中／せ阜（聞く／言葉を），望ヰ／骨司書（克服する／侮を），ゼヰ／ユ  

喜（信じる／彼を），且ヰ（見る）、増坤可ヰ（考える），せ月斗斗（安心す  

る），巷瑠可上－（落ち着く），召斗村中（推し量る）．曾ヰ（知る）．01嘲斗ヰ  

（理解する），等。（B類）ス】♀ヰ／観望阜（消す／歓迎を），妻可／フl切言（持  

つ／期待を），土〝1ヰ／せ卑せ（感じる／満足を），等。  

（注）（A頬）は、浜之上串（1991）の言う「心理動詞」の例で，（B頬1は「抽象性  

動作動詞」の例である．：  

以上の動詞矯は，すべて具体的な動作を表さないもので，アスペクト的  
（   

クラスは「状態性動作動詞」に当た   

3．3．1．4．＜同時＞の斗ユ  

（7）合字喜己lol外与旦圭ス1ヰ7桔暮雪司令朝型可1刀1明子キ増合  

計計叶（倒せ：17）  

（スンジュはリヤカーを押して通る共済会の販売員にビール2本を  

頼む。）   
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（7）は，‘己l可ヲ1・音望叶（リヤカーを押す）とス1ヰ外ヰ（通る）が同時  
（Z9）  

に進行しているので＜同時＞と解釈できる．同様の例を次に挙げるし．  

（A頬）書中／しI音（引っ張る／私を），珂可／朝里♀（沿う／海辺に），叫吾可／  

せ千言（さまよう／満州を），雪中：せ叶（食べる二幕す），号q／告阜斗与  

（運転する／乗用車を），望斗／可01外音（牽く／リヤカーを）∴可召可／音♀（こ  

じ開ける／隙間を）．スl旦中／土司書（叫ぶ），司l叫ヰ／司可魯（さまよう／町  

を），等。   

以上の動詞頬は，すべて具体的な動作を表し，かつ動作後の主体が変化  

しないもので．アスペクト的クラスは動作性動作動詞のうちの「主体非変  

化動詞」に当たる，コ なお．＜同時＞の例に限って，前件に王沓叫叶 王せ  

（50） 可已】ヰ（ぺちやくちゃしやべる）のように，一反復■を表す語彙が現われる。   
以上の検討結果を衰にまとめておこう。  

【表l】斗ユ毀qのみを持つ動詞のアスペクト的クラスによる斗ヱの意味分類  

動作性   主体変化   語彙例   実現意味   

有  当打倒ヰ，せ叫   先 行  

局  ＋   書中，普ヰ   同 時  
面  
動  ＋   音吐匂可   様 態  

詞  
×   曾中，且叫   継 起   

（注）＋は持つ，－は持たない、×は存在しないことを表すu   

l動作性’とは「動作性動作動詞」であるかどうかを示し，－は「状態性動  

作動詞」を意味する‡二  

上の衷lのように，「主体変化動詞」が可ヱを取ると＜様態＞になり，  

「状態性動作動詞」の場合は＜継起＞になる。例えば，－7一骨合音叶（カ  

バンを持つ）という主体変化動矧ま，‘7付合号ヱ裏斗・（カバンを持っ  
ている）と言ったとき，カバンを持った後の局面一主体変化後の局面  

－を表す動詞であり．この動詞頼を取った場合ほ，主体が変化した後の  

結果が残るので，＜先行＞ではなく＜様態＞となる。   



ト耳111一人1と動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（11）  

また．浜之上幸（199】：51）は，状態性動作動詞のアスペクト的特徴に  

ついて「申立裏中の表す局面が動的な性格を持っておらず，局面の境界  

もはっきりしない‡‡また、動作の終了後の局面を仮に想定したとしても、  

その局面において主体が客体との関係において何らかの変化を被ったかど  

うかを明確に確認することができない」と述べている。例えば、‘パゼ♀  

曾ヱせ印可甘（事実を知って反対する）と言ったとき．前件の一木曇♀  

せ叶（事実を知る）が先に起こってはいるが，その終了点を明確に確認で  

きずに後件せ瑚斗中（反対する）が起こる。すなわち，曾ヰ（知る）．ゼヰ  

（信じる）のような動詞頼が盲l・エを取った場合は，前件は先に始まり，そ  

れが継続するなかでいつでも後件が起こり得る．このように＜様態＞と  

＜継起＞に関しては浜之上幸（1991）のアスペクト的クラスの枠組み内で  

は意味と動詞との関与を見出すことができる．］しかし「主体非変化動詞」  

には＜先行＞と＜同時＞が含まれ，この段階においては，これ以上の意味  

と動詞との関与を見出せない1  

3．5．1．5．主体非変化動詞の斗ヱ   

主体非変化動詞が盲l・エを取った場令，＜先行＞と＜同時＞の区分ができ  

ない▲ そこで．これら2つの意味と動詞との関与を見出せる基準を，動作  

が行われている現実の場所（以下，‘現場’と言う）で動作を終えたとき，  

《スl膏・当・～せ 憩斗（たった今～をした）》 と言い得るかどうかで現場終  

了の局面を持ち得る動詞と、現場終了の局面を持ち得ない助詞（以下，有  

現場終了動詞，無現場終了動詞と呼ぶ）とを規定し，その観点から明らか  

にしていく、、  

① 有現場終了動詞を取り＜先行＞の割ヱとなる場合  

（a）瓢㌢旦皇室曳  （ご飯を食べて行った。）  

仲）壬せ旦基盤旦・（手を逃三三亘ヱ冬▲）   

（a）の、甘♀可ヰ’（ご飯を食べる）と（b）の 一幸♀甥叶（手を洗う）  

は．‘ス1昔骨髄阜当悪中’（たった今終えた）、－スI子中壬♀づ1毀ヰ’   
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（たった今終えた）のように言い得る動詞である。すなわち，動作を終え  

たとき，《ス1子中～せ朝ヰ（たった今～をした）〉 と言い得る動詞頬は，  

主体非変化動詞一主体変化後の局面を表さない－で，「有現場終了動  

詞」となる。よって，このような動詞頬が斗ヱを取ると，その現場終了の  
（j2）  

局面を受けで後件が行われ＜先行＞となるのである。  

② 如現場終了動詞を取り＜同時＞の盲1・ヱとなる場合  

（串を運転して行った。）  （c）斗音量皇室旦   

ヤ カーを牽いて行った。）  （d）己川外与豊主査旦・（リ   

（c）の‘斗音号叶（車を運転する）と（d）の ●司可ヲ1・号音叶（リヤ  

カーを牽く）は．‘ス1書聖和音音波叶（たった今串を運転した），‘ス1昔  

サ司0・】外宮晋忠叶（たった今リヤカーを牽いた）のように，糾昔専～  
（ヨき）  

せ朝ヰ（たった今～をした）〉 と言い得ない動詞である二．このように，主  

体非変化動詞で現場終了の局面を持たない「撫現場終了動詞」の動詞類が  

可ヱを取ると†後件は前件の現場終了の局面を受けられず，前件の生起の  

局面を受けて＜同時＞になると考えられる．  

【図1】叫ヱ裏可のみを持つ有局面動詞が斗ヱを取って実現する   
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トヱ．m一月と動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（15）   

3．3．1．6．斗ユ裏ヰのみを持つ有局面動詞のアスペクト的特徴と可ヱの意味   

以上3．3．1，での考察をまとめると図1のようになる。図】で示したよう  

に．可ヱ裏q・のみを持つ動詞が単一主体の単一動作である，有局面動詞の  

場合．その圧倒的多数が時間的関係による＜先行＞＜様態＞＜継起＞＜同  

時＞の意味を表掌、  

3．3．2．割ユ裏中形式のみを持つ動詞が朝可を取る場合   

まずは，朝丘裏中形式のみを持つ動詞が斗ヱを取って実現する意味ごと  

に，到べを取った場合を比較してみることにする。   

なお．‘召せ阜当可月叫ブ1一斗旦可’（腐ったご飯を食べて／食べたか  

らお腹が痛い）などのように．前件と後件が＜原因・理由＞となるものは，  

ここでは除いて，その他の意味について見てみることにしたい．⊃  

3，3．2．1．斗ヱを取り＜先行＞となる動詞が嘲べを取る場合  

（8）且甘朝可0りフ川 叫盟刀1斗ヱせ卑勇司モ可碁せヱ．叫フl舎叫卑  

せせキュ叫中…（増牽）…‡昔：124）  

（包装センターに行って，綺魔に包んできらきら光るリボンをつけ   

王子供の撃サイズのカードに…（省略）‥・。）  

（9）ユ璽ス1書か許可望与ス1叫叫べ昔珊且沓朝子正史毀望蚕01叶  

（望：102）  

（その手紙を乾パンのどニール袋に包んで綺既に保管しておいたも  

のであったー））   

（8）は．叫ヰ（包む）が終了し，その結果が残らこ叶菩せ斗（リボン  

をつける），が起こるので＜先行＞である。一方．（9）は坤ヰ（包む）が終  

了し，その結果が主体ではないけれども．4手紙’すなわち客体には残るな  

かで且沓専一中（保管する）が起こるので，様態性を帯びているとはいえる  

が，（S）と比較すれば，叫ヰ（包む）それ自体が且沓斗ヰ（保管する）の手  

（き6） 段となっており，＜手段・方法＞の意味が強く表れていることば明白であ  
ろう．＝叫可（包む）ほ．主体非変化動詞のうちの「客体変化動乱一助   
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作後の主体が変化せずに，‘手紙が包まれた’のように，客体が変化させ  

られている一に当たる。同様の動詞に，舌ヰ（焼く），分ヰ（煮る），羽  

中（折る），昔ヰ（抜く），月1♀ヰ（立てる）があるが．これら客体変化動詞  

は変化した後の客体が次の後件の手段となりやすい。よって＜手段・方法＞  

の意味を実現すると思われる。  

（10）斗71叫り，号音茹叫べ普01斗ヱ製鋼号司書青曾Ot？（全盲：  

28月）  

（詐欺だって。土でも掘って紙を買って印刷機を回していると思っ  

ているのかしら。）  

（11）ヰ貢ヰ烹せ0］可昔斗べ昔○〕子司千鎖与qlol司瑚べせ憩じト（召  

斗：262）  

（やさしい女性を買って，与えてあげようと思ったのだが．このよ  

うになって悪かった。）  

（10）は，パヰ（買う）が終了し．その結果が主体に残らずに，‘♀ユ胡1号  

司斗’（印刷機を回す）が起こるので＜先行＞である。．これに対して，（11）  

の斗ヰ（買う）は，それ自体が昔b］子中（つけてあげる）の手段となって  

いるn よって＜手段・方法＞と認められる。同様の動詞に，せq（もら  

う），望ヰ（稼ぐ），唱已1斗（借りる），せしトヰ（会う）があるが，これらは  

主体が客体を引き寄せる意味を持ち，その引き寄せられた客体が後件の  

＜手段・方法＞になりやすいL．  

（12）用句フl尊号琴旦呈7‖司ヱ姐宮古帖1中ヰヱ且スlユ叫・（専  

告：319）  

あそこの王陵の方に行って．休んでくるから会ってくれば。）  （私，   

（13）「ス1千7t烈寺り叶司づ 可奨ス1昔せし川沓017t71子斗孟．」〈蚕  

斗：247）  

（私も行きます。夕方5時ごろ会って一緒に行くことにしましょう。）   



1－ヱ，m－ベと動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（1う）   

（12）は，せヰ可（会う）が終了し．その結果が残らずに，且ヰ（来る）  

が起こるので＜先行＞である。これに対して，（13）の中小ヰ（会う）は，  

‘沓017t叶（一緒に行く）の手段となって，＜手段・方法＞と認められ  

る。（12），（Ⅰ3）の叫ヰ（会う）はいわゆる対称動詞（r。。i。r。。。l）で，  

主体と客体が出会うことで客体が主体に近寄っている。このような例も到  

ス1を取り＜手段・方法＞の意味を実現しやすい。なお，（8），（10），（12）の  

村立の例は，朝べと言い換えることができない。（8）は，朝べと言い換え  

ることができると指摘した母語話者がいたが，文は成立しても実現する意  

味が＜手段・方法＞となってしまう。   

さて，以上のように＜先行＞の可ユとなる動詞類が朝べを取ると＜手  

段・方法＞となることを見てきたが，特に，（8），（9）のような動詞頬が嘲  

べを取ったものが＜手段・方法＞の全用例中75．7％も現われたことは注目  
（ 

に値すなお，これらの例は，母語話者8人に確認を取ったところ，す  

べてに＜手段．方法＞の意味が認められることが確かめられ  

5．3．2．2．割ヱを取り＜様態＞となる動詞が胡ペを取る場合  

（14）71年音型室±変生・川エ：12封  

（ギターをかついで出ていった。）  

（15）早71与川号スl貴盲トエ可朝刊叫べ鼻祖可且．（増車寺1999二31封   

（重くて持てないので，肩にかけて運びました。）  

（14）は，叫ヰ（かつぐ）が終了し，その筋巣が残るなかで叶7一斗（出て  

いく）が起こるので＜様態＞である。（15）は．叫ヰ（かける）が終了して，  

その結果が主体に残るなかで禽71ヰ（移す）が起こっているので様態性を  

帯びているともいえるが，（14）と比較すれは－，叫ヰ（かける）それlヨ体が  

禽フ1ヰ（移す）の手段となって，＜手段・方法＞の意味が強く表れている。  

なお，（14）の可ヱは，胡べと言い換えることはできない。また，同様の  

例は極めて少なく，作例を作ることも後件に制限を受けるなど容易ではな  
（ヰ1）  （   

い．。これらの主体変化動詞は，盲蘭こ比べ胡べを取りにくいと考えられ   
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3．5．2．3．斗エを取り＜継起＞となる動詞が胡ス1を取る場命  

（16）判土王手三召可い1せヰ斗ヱ斗召叫ヰ喜ユ普叫べ召増せ当ス一台  

貨且孟曾ヱ土斗刀1可喜子苦戦毀叶（ヲ一旦斗：136）  

（ファーストフード店で会おうと言うから，私はそこで昼でも食べ  

ようという意味だと思って¶ スパゲッティを注文したのだった。）  

（17）0け1斗lJlオ曾0川スl舌キ干せ朝子叶ヰ叶し相手州瑠型キ叫  

♀中潮手愚q・71一…（増牽）…．（ヰキ甘斗：147）  

（これ君が判断して誰かにあげるか，でなければ後世の永遠の中に  

頼んでおいて・・・（省略）…．⊃）  

（16）は，曾ヰ（思う）が先に起こり．それが継続するなかで号叶7一斗  

（帰る）が起きているので＜継起＞となる。しかし（17）のせヰは‘判断す  

る’という意味であり，手ヰ（あげる）の前提条件となっており，朝べの  

実現する意味は＜条件＞となる．＿なお．（16）の斗ヱは，朝べと言い換え  

ることはできない＝．また，このような動詞矩が朝月を取る実例は極端に少  

なく，作例においても‘‘曾可ス1斗軒（判断してする）という決まったも  

のに限られるなど，斗ヱに比べ酬べを取りにくいと考えられる。  

3．3．2．4．斗ヱを取り＜同時＞となる動詞が剖ス1を取る場命  

（18）奇手喜司01外与望エス1叫7一号各可到せロ帽叫刀ト・・（司1せ‥17）  

ーを押して通る共済会の販売員に‥∵」）  （スンジュはリヤカ   

召01増悪ヰ．（作例）  （19）奇手喜子可せ已lolヲ一昔望01ベ替ヱ珂  

倉庫に入れておいた。）  （スンジュは重いリヤカーを押して．  

（18）は，望ヰ（押す）とス1叫フtヰ（通る）が同時に進行しているので，  

＜同時＞である。この点は（19）も同様に考えられる。しかし、（】9）は，  

望ヰ（押す）が‘脊ヱ叫召可導叶（倉庫に入れておく）の手段となって  

おり．＜手段・方法＞の意が強く出ている。なお，（18）斗ユは．嘲べと  

言い換えることはできない。また．このような動詞頼が判ペを取る実例は  

極めて少なく，作例においても後件が制限を受けるなど，可ヱに比べ叫ベ   
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を取りにくいと考えられる。特に実例においては、‘瑠可音叫べせせヰ’  

（敬語を使って話す），‘斗♀叫ス1昔喜甘（わめいて訊く）のような後件に  

言語活動動詞が目立管，号0川（牽いて），か1ス1（押して）のような，“操  
縦い を意味する例は現われない。  

5．5．2．5．斗ユを取り＜並列＞にしかならない動詞が印可を取る場合  

（20）召ユ旦召史ヰ（歩いて，また歩いた）（♀可：214〉  

（21）★召ヱ水中  （歩いて行く）  

（22）可71オ珂01増刊教ヰ千且？望せ手敵城司せ召01ベ発音りヰ．（尋  

スl召・：25）   

（ここまでどうやってきたかって？信じられないかもしれないけ  

ど歩いて来ました。）   

召叫（歩く）のような動詞は．（20）のように斗ヱを取ると＜並列＞にし  

かならず，（21）のような文は成立しない，－ しかし，（22）のように．瑚べ  

（小l） を取れば，召ヰ（歩く）が且ヰ（来る）の方法となり＜手段・方法＞となる。  
i．5，2．での考察をまとめると次のようになる。  

【表2】斗ヱ毀中のみを持つ動詞が嘲べを取って実現する意味  

嘲月を取る場合（論理的）  
科ヱ実現意味  

斗ヱを取る語彙例   主体   客体         手段・方法，条件  
（時間）  変化   変化         （311例中の  

百分率）   

坤叶引可  
先 行  

（客）叫ヰ．昔ヰ，（近）せヰ，せ斗中  ＋   （75．7％）   

様 態  句中，号中   ＋  ＋   （1．9％）   

×  ＋   継 起  曾ヰ．望ヰ  

同 時  骨ヰ，書中  

並列（非時間）  召q，せ司叫，せ中  ×   （1、5％）  極 少 数                              （7．7％）           （7・0％）          （6▲4％）   
（注）十は持っ二．一は持たないu Xは存在しないことを表す。   
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また，（客）は客体変化動乱（近）は主体が客体を近づけたりする動詞頼を意  

味する。  

上の表2で示しているように，斗正史中のみを持つ動詞が判べを取る  

と．すべて＜手段・方法＞＜原因・理由＞＜条件＞などの諭搾的関係によ  

る意味のみを実現する．特に，＜手段・方法＞を表すもので，客体変化動  

詞，主体が客体を近づけたりする動詞頬が4分の3を占めることは非常に  

興味深い⊂．   

また，＜継起＞の割ヱの場合に限って，胡べを取ると＜条件＞となる．＝  

さらに以上の動詞類はすべて＜原因・理由＞となり得るが，実例は極めて  

少ない。  

3．ヰ．胡裏中形式を持つ動詞と列凡 可正   

利裏ヰ形式を持つものには，可ヱ毀ヰ，嘲裏中形式を共に持つもの．朝  

毀中形式のみを持つもの．の2種類があったが，本節では両者を合わせて  

論じる。  

3．4．1．剖裏可形式を持つ動詞が胡ス1を取る場合  

3．4．1．1．主体変化動詞と到ス1  

浜之上幸（1991‥21）は，「主体変化動乱の主体の変化とは「空間的位  
置の変化，最的な変化物理的性質の変化姿勢の変化」などを指すもの  

が多いと述べる。ところが∴空間的位置の変化を表すなかで移動動笥が朝  
ス1を取ると相対的に先行性を強く感じると述べる母語話者が多い。  

① ＜先行・様態＞の朝べ   

斗正史中，判毀ヰ形式を共に持つ動詞で，7一斗（行く）のような移動動  

詞が咽を取，て＜先行＞を表すといわれている次のような例があ笠   

（23）卦中川ル可せ阜当裏年（会社に至って御飯を食べた。）   
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（23）は．前件l到八倒 7t叶（会社に行く）は，～司ヰ叫 7tヱ裏叶  

（会社に行きつつある）という動作が先に終了した後，－せせ雪中’（ご飯  

を食べる）が行われている点は‘先行的’である。ところが，（23）の朝ス1  

の例は，前件‘到パ叫7ト叶（会社に行く）が終わって直ちに後件が起こ  

るのではなく．前件の動作 ▲司斗可1孜叶（会社に行った）終了後．その  

結果が残るなか、すなわち、●亘1パ叫 7t 裏与 甘町（会社に行っている  

状態）で，後件‘甘阜当叶（ご飯を食べる）が行われており．‘様態肘  

な意味が強く表れる。以上のように，移動動詞に限り，‘先行的’な面，  

l様態的’な面をとも持つため＜先行・様態＞とした。次の斗ユの例と比  

較してもらいたい。  

（24）せせ当ヱ刻斗可1就中．（御飯を食べて会社に行った。）  

（24）は，‘甘阜当叶（御飯を食べる）という動作が終了し，その結果が  

残らずにl卓トト叫7巨ト’（会社に行く）が行われているので＜先行＞であ  

る＝．上の2例の遠いを図で示すと次のようになる。  

【図2】＜先行＞の斗ヱ  

現場終了局面  

生起（前件＝雪中）  

【図5】＜先行・様態＞の司川  

終了  

川  

竺こ一  

■  ニ  
（後件＝叫ヰ）  

－－一一一－－－←－－－一－－－－－一－－－－－－－一－－－－－－一一－－－ 一  
時間の経過  

（後件＝『ヰ）  
－一－－－一－－－－－－－一一一一一－－－－－－一－－－－－－－－－－－－一 ■一  

時間の経過   

図2と，3との比較からも明らかなように，両者は後件が前件をどのよ  

うに受けるかで異なっている．図2は．前件が終了し，その結果が残らな  

いで後件を行っている1一方，図3は，前件7一斗（行く）が終了して直ち  

に後件が始まるのでほなく．7トヰ（行く）の動作後の結果が継続するなか  

で‘せ阜雪中●（ご飯を食べる）ということが起こる。したがって，朝ベ   
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は動作の終了の局面を受けるのではなく，動作終了後の結果が継統する局  

面を受けていると考えられる。なお．（25）の叫べの場合．後件‘せ阜当  

叶（ご飯を食べる）が行われている最中にも前件に対して‘到斗可17一朝  

ヰ，（会社に行っている）と言え 

② ＜様態＞の嘲べ  

（25）ユモス伺叫汝0‖増更阜且敦ヰ．（召朝可卜335）  

（彼は，備に座って正面を見た。）  

（25）は汝ヰ（座る）が終了し，その結果が残るなかでl増申せ且ヰ’  

（正面を見る）が行われるので＜様態＞となる。ただし，前件辣ヰ（座る）  

が終了して直ちに後件が始まるのではなく，汝ヰ（座る）の動作後の結果  

が継続するなかで‘榊阜且叶（正面を見る）ということが起こし  

たがって，判人＝ま動作の終了の局面を受けるのではなく，動作終了後の結  

果が継続する局面を受けていると考えられる。  

3．4．1．2．状態性動作動詞と叫べ   

浜之上幸（1991：34）は，状態性動作動詞と分類したなかに割ヱ裏ヰ，  

朝裏中形式が同じ局面を表し「2つの形式は局面の対立ではなく動的：静  

的というニュアンスの対立をなす」という特徴を持つと述べる。具体的に  

説明すれば．望三司ヰ（うつぶす）は，‘望三司ヱ裏打（うつぶせてい  

る），‘望三司裏叶（うつぶせてしまっている）の両者を持つが，話し手  

が望三己lヰ（うつぶす）の局面を動的とみなせば，‘望三司ヱ裏叶 を用  

い，静的とみなせば，‘望三司 裏ヰ’を用いるということである。   

（26）OtOl号♀且菅専叫旦主旦旦且司沓智圭主旦曾要刀1せ河口］斗  

叫ヱ奴阜普Ol腋叶（斗：140）  

かごの中でうつぶせになってひたすらけらけら  （子供たちは，揺り   

笑いながら育っているだけであった。）   



トユ，Ⅲ一人1と動詞のアスペクト的特徴との桝適性（鄭）く21）   

（26）は，望三司ヰ（うつぶす）が終了し，その結果が残るなかで －せ習  

♀甘（けらけら笑う）が起こるので＜様態＞となしたがって，「状態  

性動作動詞」の司人1も動作の終了の局面を受けるのではなく，動作終了後  

の結果が継続する局面を受けていると考えられる。なお，上で見てきた  

（23），（24）の例と同じように．（26）の例も後件貪ヰ（笑う）が行われてい  

る最中にも前件に対して‘望三司毀甘（うつぶせている）と言える。   

以上一 主体変化動詞のうち，移動動詞に限り＜先行・様態＞となる。そ  

して移動動詞以外の主体変化動詞，状態性動作動詞はすべて＜様態＞とな  

る。また，（23），（24），（26）の朝州ま割ヱと言い換えることはできない。   

また．＜様態＞となる動詞頬は，3．4．1．2．で述べた状態性動作動詞，ま  

た3．4．1．1．で述べた，主体変化動詞の汝ヰ（座る）．ベq（立つ）など姿勢  

を意味する動詞頼の他にも次のようなものがある。‘昔01号叶（気落ち  

する），句中（腐る），告q（隠れる），音斗（くっつく）などの固有語の自  

動詞，瑚せ句中（開発される）などの擬似接尾辞，句中がついたもの，名  
（ 

詞的要素＋動詞，形容詞＋スlヰ．動詞＋ス1ヰながある。  

3．4．2．朝裏ヰを持つ動詞が斗エを取る場合  

（27）印せエオヱ，斗斗Ol丘∴叶ヱ，♀望エ7一斗Otス1且．（召：178）   

（台湾も行き，ハワイも宣旦 ヨーロッパも行ってみなくちや。）  

（2β）ユ重用工且千7一斉ヱ，中朝ス1ヱ早朝ス1エ増号可且．（胡召増：509）  

（それでも．皆が老いて，弱くなって醜くなって，汚くなって病気  

になるのです。）  

（29）ス1司ヱ与せ01可」I…．（中朝：153）   

（くたびれて悔しいお母さん…。）  

（30）71召せ号音普工召♀ユキ朝阜叫】甘璽♀01ロ1ヰ7tヱ朝裏叶   

（望己巨152〉   

（くたびれた体を引きずって家に到着したとき，夫はすでに岬っ  

ていなかった。）  

（27）は，7一斗（行く）という動作の単純な繰り返しであり．＜並列＞と   
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なる。（28）の中朝ス1ヰ（弱くなる）と手朝ス1ヰ（汚くなる），（29）のスl曳1  

q・（くたびれる）と阜斗q（悔しい）も，前件と後件が類似した状態を繰  

り返すのみなので＜並列＞となる．コ以卜のように．朝裏中形式を持つ動詞  

が斗ヱを取ると，ほとんどが＜並列＞となる．」（30）は．ヰ叫ヰ（出かけ  

る）が原因で駁ヰ（いない）となっており＜原因・理由＞であるが，この  

ような例は停めて少数であった。   

3で述べてきたことをまとめると．次のようになる。   

【表ま】嘲裏叫を持つ動詞が朝礼叫ヱを取って実現する意味  

（注）浜之上事（1991：55）は．望三己l叫（うつぶす）は状態性動作動詞で、望三己l   

ヱ裏叶 は主体非変化動詞的で，、望三司裏打 は主体変化動詞的であると  

する、  

上の表3からもわかるように，判史中形式を持つ動詞は，移動動詞のみ  

引回を取ると時間的関係による意味の＜先行・様態＞となり，他に動作性  

動作動乱状態性動作動詞であるか．意志動詞，無意志動詞であるかにか  

かわらず，判べを取って時間的関係による意味の＜様態＞となり得る。ま  

た，以上の例は，すべて論理的関係による意味の＜原図・理由＞となり得  

る。特に．権在淑（1994：31）でも述べているように，無意志動詞は＜原  

因・理由＞となりやすく，実例も多く現われる。しかし，以上の朝裏中形  

式を持つ動詞が斗ユを取ると．ほとんどが非時間的関係による意味の＜並  

列＞となり，まれに論理的関係による意味の＜原因・理由＞となり得る。－   
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3，5．斗ヱ裏ヰ，司1毀ヰ形式を共に持たない動詞と斗ヱ，胡べ  

司．ヱ幻斗，列毀中形式を共に持たない「状態動乱が外耳胡人】を取る  
用例は．極わずかである。召婁斗ヰ（結婚する）．01尊卑ヰ（離婚する），甘  

ヰ（似る）の動詞頬について，野間秀樹（1993a：49）は「単一主体の単一  

動作において 4盲ト71スl斗叶叶（し始める），‘斗号音Ol叶（している最中  

だ）が両方とも不可能な動詞」を無局面動詞としている。以上の無局面動  

召喜斗ユ 裏ヰ．（野間  詞類は，“（31）且音可1斗月 刊．朝子号01朝せ叫  

て 結婚しているⅠ．）’’の  秀樹（1993a‥う0）†（鼓近になって，私や家運旦亨続い   

例のように，複数主帆閻剰利こおいては有局面動詞化が可  

能であるとしている。   

また．無局面動詞うち，有局面動詞化が不可能な動詞類もある。“（31）  

諒ヱ裏ヰ．  ★且奇観圭竺1号阜増瑠手書旦璽叫引合   （最近の若い人逮は，  

整形手術で芸能人に似ているn）’’の例のように，諒ヰ（似る），要ヰ（合  

う），フl7Iサ舌】ヰ，717一 斗甘（あきれる）などの動詞類は複数主体の  

複数動作であっても有局面動詞化（1司・ヱ裏年●形式を持つ）が不可能であ  

る。しかし∴‘（32）且昔屋号？J 
． 

計Ot7トヱ裏  

中・（最近の．蔓しラム運蜂，   整形手術で芸能人に似てきている。）’’のように，  

‘静叫ブトヱ裏叶（似てきている）は可能であるが．（52）のように，‘★計  

ヱ裏年’（似ている）は不可能である．－すなわち，複数主体の複数動作に  

おいても有局面動詞化が不可能な動詞類が存在することになる。司・エ裏  

中，列裏q・形式を共に持たない無局面動詞においては，有局面働詞化が可  

能であるか不可能であるかが，斗ユ，判ス1を取って実現する意味に大きく  

影響する．〕  

3・5．1．無局面動詞の有局面動詞化が可能な場合の斗ヱ．嘲ペ   

まず，無局面動詞の有局面動詞化が可能な動詞頼は，（a）皿可（消す），  

宮中（置く）などの動詞と．（b）01婁斗ヰ（離析する）．召喜市ヰ（結婚す  

る）などの動詞，の2つに分けられる。   
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う．5．1．1．無局面動詞の有局面動詞化が可能な助詞を取る可ヱ  

（a）正中（消す），音q・（置く）などの動詞頬と．（b）01婁斗q（離婚す  

る）．召喜割ヰ（結婚する）などの動詞類が割ヱを収ると時間的な関係によ  

る意味として（a）は＜先行＞．（b）は‘様態性’を帯びる＜先行＞とな  

り，論理的な関係による意味としては＜原因・理由＞となり得るが，実例  

は現われなかった。  

① ＜先行＞の斗エ  

（34）小骨甘割可1専ヱ瑠斗り軒旦且ヰ孜ヰ・〈尋斗‥267）  

という間に外に出ていった。）  （私物箱の上に置いてあっ   

（34）の音ヰ（置く）は，単一主体，単一動作においては割ヱ裏可形式を  

持ち得ない，無局面動詞である。しかし，登圭．＿杢蟄喜竺！．貴せ含現せ  

と食卓の上に置いている）  叫可ヰ訃叫きエ裏叶（多くの人が蝋燭を次々   

のように，複数主体，複数動作においては斗ヱ裏中形式を持ち得る。すな  

わち，無局面動詞から有局面動詞化が可能な動詞といえる。また，（34）の  

きq（置く）は，≪ス1書中音波ヰ／たった今．置いた≫と言い得る「現  

場終了動詞」であり．その現場終了の局面を受けて後件が起こり．かつ主  

体に結果が残らないので＜先行＞となる。なお，（34）の例ほ朝ス1と言い  

換えることはできない。同様の例を以下に挙げるn   

ユせ手中（やめる），ユ句中／可れ（止む／雨が），正中（消す），尊卑／手卑71  

喜（置く／受話器を），手中（置く），叫ヌ1ヰ／かト音（終える／検査を），卑斗  

中（蹴飛ばす）．叫已1ヰ／督（捨てる／ナイフ），川中／奇習せ（除く／酒場だ  

け）∴普斗／せ阜（噴く／火を），句中／せ阜（点ける／竃気を）．普叫ヰ／ス憎（済  

む／試験），昔Ⅶq／モ♀昔（終える／勤務を），等．二  

以上の動詞頼は．朝べで作例を作ることが容易ではなく．斗ユに比べ叫  

べを取りにくいと考えられる。   



トヱ，u一べと動詞のアスペクト的特徴との側連性（鄭）（25）   

②‘様態性－ を帯る＜先行＞の割ヱ  

（35）甘ストユ噌ヰエ斗有司叶き斗ヱせ刃斗召喜せ中り叫†叶‥38）  

（男：そのときは，私も思いきって離婚してあなたと結婚するってば。）  

（36）軍書可ユ叫Olせヱせ窃木与召せ且旦手首司書召ヰヱ斗喜叫…  

（望州：271）  

（結婚して子供を産んで．暮らしを常むことだけでも十分に楽しい  

というんだが‥う  

（55）の01喜斗ヰ（離婚する）¶（36）の召尊卑ヰ（結婚する）は，（31）で  

見てきたように，複数主体．複数動作という条件においては，有局面動詞  

化が可能な動詞である。ところが，これらの動詞は現場終了の局面を持ち  

得ない「無現場終了動詞」である点が（54）の動詞頬と異なる。   

また．（j5）の01喜村中（離婚する），（j6）の召菩竜一亡I・（結婚する）は．そ  

れぞれの事態が終了して，後件が起こるので＜先行＞である．1ところが，  

以上の例は．それらが終了した結果が一夫婦関係を解消した，または夫  

婦関係を結んだ状態が－残るなかで後件が起こるというニュアンスをも  
（5さ）  

持つ。したがって．‘様態性’を帯びる＜先行＞といえよう。なお，以上  

の動詞類は多くの母語話者によると，微妙なニュアンスの差ほあるが，朝  

人】と無理なく言い換えが可能であるという。その際，可ヱを取る場合の方  

が‘先行性を強く感じる’と多くの母語話者は指摘する．二同様の例は次の  

通りである。  

甘卑村中（入学する），尊酎一斗（卒業する），司郎一斗（就職する），増普  

斗ヰ（成功する），ゼ判斗ヰ（失敗する）貌、  

3・5tl・2・無局面働詞の有局面動詞化が可能な動詞を取る嘲ス1  

（a）正中（消す）．吉ヰ（置く）などの動詞類と，（b）ol尊卑叫（離婚す  

る），召喜斗ヰ（結婚する）などの動詞煩が和1を取ると匝）のみが時間  

的な関係による意味として‘先行性’を帯びる＜様態＞となる。論理的関  

係による意味としては＜原懐卜郡由＞となり得るが実例は表れなかった。   
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③ －先行性’を帯びる＜様態＞の判ス1   

前述の（2）の‘様態性’を得びた＜先行＞の斗ヱの動詞頬が，胡べを  

取った場合を見てみよう。  

（37）甘スト 奇可！ユ専甘01司lol富軋り川音せ阜斗斗千！（叫：47）  

（男：よし！それなら．これから離婚して新しく出発しようよ！）  

叫 O一昔中食刃軋 ヰ斗召喜叫べ 増早朝曹切叫可【彗割ス1．  （38）ゼ司，  

（昔年：315）  

（シニ，私の美しいシこ。私と結婚して幸せでなければならないの  

生どうしよう。）  

（37）dl阜斗ヰ（離婚する），（38）は奄喜斗ヰ（結婚する）という出来事  

が終了して，それぞれの後件が起こる点では（35），（56）と同じである。  

ところがこれらの例は，判ペと結合した場合．様態的ニュアンスが強く感  

じられるとl多くの母語話者は指摘する。‘先行性’を帯びる＜様態＞と  

いえるであろう。  

3．5．2．無局面動詞の有局面動詞化が不可能な場合の斗ヱ，嘲べ   

上の（32）の例で見てきたように，無局面動詞から有局面動詞化が不可  

能な計ヰ（似る），☆q（合う），ウ17一寸句中ノ17ト叶叶（あきれる）な  

どの動詞頬がある。  

3．5．2．1．無局面動詞の有局面動詞化が不可能な動詞を取る斗ヱ   

これらの動詞塀は、司・ヱを取ると非時間的関係による意味の＜並列＞と  

なり，論理的関係による意味として＜原因・理由＞となり得るが実例は表  

れなかった。  

① ＜並列＞の斗ヱ  

（59）骨叶隼旨叫叶書留ヱO一号÷望叫音量盤旦†作例）  

（娘はパパに似て，息子はママに鍵を、：）   



l一斗 Ⅲ一月と動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（27）   

（59）は．前後件の主体が異なり，単に2つの事態を羅列しているにす  

ぎないので＜並列＞となる。  

3・5・2・2・無局面動詞の有局面動詞化が不可能な動詞を取る判ス1   

これらの動詞頼が胡べを取ると時間的関係による意味として＜様態＞と  

なり．論理的関係による意味として＜原因・理由＞となり得る。  

① ＜様態＞の胡べ  

（40）甘斗：（717一斗司べ）瑚ユ屯  普且且孜ス1？（中子：47）  

（男：（あきれて）何故そんなところに行ったの。）  

（40）は＜様態＞と解釈される。これはト書きなどに現われるもので出  

現頻度は極端に少ない。  

② ＜原因・理由＞の朝べ   

次のような前件と後件が因果関係を持つ＜原因・理由＞はしばしば現わ  

れる 

（41）ヱ且：…（増卑）…号♀可1ロl昼中べ♀モ可t叶甘7】7ト州叶叶叶  

（卑人l：2）  

（伯母さん：…（省略）・‥死んだ自分の母に似て結構浮気ぐせがあ  

るのね！）  

4．動詞のアスペクト的特徴と司－ヱ，嘲べとの関連性   

4・1・斗ユを取る動詞のアスペクト的特徴と意味   

可ユを取る動詞のアスペクト的特徴と意味との関連性を表にまとめると  

次のようになる。   
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【衆4】動詞のアスペクト的特徴による斗ヱの意味  

≪l≫斗ユ裏ヰ形式のみを持つ動詞が斗ヱを取る場合   

①単一手体で単一動作の斗ヱ裏可形式を持つ有局面動詞は，＜先行＞  

＜様態＞＜継起＞＜同時＞という時間的関係による意味を実現し，可エを  

取る動詞のアスペクト的特徴と意味との関連性は，＜先行＞…‥・現場終了  

の局面を持ちその結果が残らない動乱＜様態＞……現場終了の局面を持  

ちその結果が残る動詞，＜継起＞・…・・現場終了の局面が不明確な動詞，  

＜同時＞……現場終了の局面を持たない動詞となる．コ②＜先行＞＜様態＞  

となる場合，前件動詞の持つ現場終了の局面を受けて後件が起こる．・＜継   



トユ，11トペと動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（29）   

起＞は前件が先に起こってそれが継続するなかで後件が起こり，後件は前  

件をどこからでも受けることができる。しかし，＜同時＞となる場合は．  

前件動詞の生起の局面を受けて後件が起こる。③また，非時間的関係によ  

る意味として＜並列＞，論理的関係による意味として＜原因・理由＞が可  

能だが，極めて少ない．j  

≪2≫斗ユ裏中形式．朝裏中形式を共に持たない動詞が斗ユを取る場合   

①単一主体の単一動作で弧ヱ毀中形式，朝裏中形式を共に持たない撫局  

面動詞ほ．複数主体の複数動作において有局面動詞化が可能な場合は，時  

間的関係の意味を実現し，（a）皿ヰ（消す）などの動詞は＜先行＞，（b）召  

菩村中（結婚する）などの動詞は‘様態性’を帯びた＜先行＞となる。②  

（c）▲71アーサ叶叶（あきれる）のような有局面動詞化が不可能な動詞は，  

非時間的関係の意味として＜並列＞となる．二③論理的関係の意味として  

は，（b）のみが＜手段・方法＞となり得，＜原因・理由＞はいずれも可能  

だが，特に（c）の動詞類がなりやすいtl  

≪3≫判裏中形式を持つ動詞が可ヱを取る場合   

有局面動詞，無局面動詞を問わず，時間的関係による意味は実現しな  

い。主に，非時間的関係による実現意味として＜並列＞となり，まれに論  

理的関係による意味として＜原因・理由＞となる←．  

4．2．印可を取る動詞のアスペクト的特徴と意味   

胡べを取る動詞のアスペクト的特徴と意味との関連性を表にまとめると  

表5のようになる。  

≪3≫朝裏年形式を持つ動詞が判ス1を取る場合   

①有局面動詞，無局面動詞であるか，動作性動作動詞．状鱒性動作動詞  

であるかに関わらず．時間的関係の意味を実現するものは，移動動詞のみ  

列ス1を取ると＜先行・様態＞となり，他はすべて＜様態＞となる。それら  

を取る動詞のアスペクト的特徴は，＜先行・様態＞及び＜様態＞……動作  

終了後その結果が継続する動詞である。②前件と後件が因果関係を持って  

結合していれば，論理的関係による意味として＜原因・理由＞となり得る。   
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【蓑5】動詞のアスペクト形式による判人】のまとめ  

（注）≪≫の中の番号は表4の番号に対応している。  

≪2≫斗ユ裏中形式，判裏中形式を共に持たない動詞が嘲べを取る場合   

①単一主体の単一動作で斗ヱ裏中形式ノ町史中形式を共に持たない無局  

面動詞は，複数主体の複数動作において泰阜函動詞化が不可能な場合，時   



トヱ，Ⅲ－づと動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（31）   

間的関係の意味を実現し．（c）ウ17い中和甘（あきれる）のような動詞は  

＜様態＞となる。   

②またl仲）難局面動詞から有局面動詞化が可鱒な動詞類のうち，召喜  

斗q（結婚する）などの無現場終了の動詞類は，時間的関係の意味を実現  

し，‘先行性’を帯びる＜様態＞となるが，（a）皿ヰ（消す）などの有現場  

終了の動詞類は，時間的関係の意味を実現しない．．③動詞の局面動詞化の  

有無を問わず，前件と後件が因果関係を持って結合していれば，論理的関  

係による意味として＜原因・理由＞となり，（a），（b）の有局面動詞化が可  

能な動詞に限って＜手段・方法＞となり得るn  

≪1≫割ヱ裏中形式のみを持つ動詞が朝ペを取る場合   

①論理的関係の観点による意味のみを実現し，すべて＜手段・方法＞  

となり，前件と後件が因果関係を持って結合していれば＜原因・理由＞と  

なり得る。しかし、後者の実例は極めて少ない。  

5．斗ユ，嘲ス1の機能   

5．1．時間的関係の意味による可ヱの機能   

以上の分析結果を踏まえて，最後に可ヱ及び叫べの機能について述べる  

ことにする。可ヱは．斗正史可形式のみを持つ動詞と結合して＜先行＞  

＜様態＞＜継起＞＜同時＞という時間的関係の意味を実現することを見て  

きた。これを概念図で示すと次のようになる。  

時間の経過  
－－■ →－－－－－－一－－－ －－－－一－－－一－－ ■・  
生起 有現場終了の局面  

先行‥・甘♀当室丑旦  

（ご飯を食べて行く。）  

生起 有現場終了の局面  

様態…7憎含量壬生旦  

（カバンを持って行くっ）   

（ii）  
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生起 不明確性現場終了の局面  

継起…斗ゼ古里豊里主旦・  

（事実を知って笑う。）  
（jii）  

生起  撫現場終了の局面  

同時・・・司01外書皇室生旦・  

（リヤカーを牽いて行く。）   

以上の概念図のごとく，（i）と（ii）の＜先行＞と＜様態＞は前件動詞  

の現場終了の局面を受け，前者はその結果が残らず，後者はその結果が残  

る点で分けられるL－（iii）＜継起＞は，前件が先に始まりそれが継続する  

うちの不明確な局面を後件は受けることができる。（iv）＜同時＞は．現  

場終了の局面を持たない動詞で．前件動詞の生起の局面を後件ほ受ける。   

以上の点から，動作動詞のうち，斗ユ裏中形式のみを持つ有局面動詞  

（有局面動詞化が可能な動詞も含む，以下省略）を取る割ユは1‘前件動詞  

の生起～終了局面のある一点を受ける‖ と推測できるニ   

ー般に割ユにおいてほ．後件に移動動詞がきて＜先行＞＜様態＞＜継起＞  

＜同時＞を表し得る。ところが，3．l．3．5で確かめたように，後件に移動動  

詞がきて文が成立しなくなる動詞類が存在する。  

（42）斗音量室生旦（串を運転して亘⊥）  

（歩いて行く）  （43）★皇室生旦   

‘斗卓∴計叶（申を牽く），召可（歩く）はいずれも可正史中形式のみを  

持ち現場終了の局面を持たない動詞であるから，斗ヱを取った場合＜同時＞  

となるはずである。ところが（42）は＜同時＞であるが（43）は成立しな  

い。この理由について，先に提示した“劉ヱは前件動詞の生起～終了局面  

のある一点を受けるいに即して考えると，次のように説明できる。  

（42）において，主体は車を避転しつつ行くことができる．｝つまり，‘斗  

貴書甘（車を牽く）は“操縦’’であり．7川一（行く）は‘●移動”であり、  

主体が別々に行える動作である。．それに対して，召ヰ（歩く）は“移動形   



ト斗 m－ス1と動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（53）   

態∴ 71・ヰ（行く）は‘‘移動’1の範暗に入り，召ヰ（歩く）動作は外ヰ（行  

く）動作に包含されてしまうので，主体が2つの動作を別々に行えない。  

この2つの動詞の関係を図示すると次のようになる。  

【図4】移動形態動作⊂移動動作  

不可＝移動   

召ヰ＝移動形態  

召ヰ（歩く）⊂7一斗（行く）であれば¶2つの動作は一体化しており，生  

起局面は1つしか存在し得ないので，前件動作の生起の局面を後件が受け  

るということばあり得ないのである。したがって．（45）は非文となると  

考えられる。（45）を図示すると次のようになる。  

【図5】生起局面の一体化  

（前件＝召中）  

★召エフ川・（歩いて行く）  

ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ■■  

時間の経過  

上図5のように，▲－～し始める”という生起局面が一体化しているので，  

後件が前件の牛起局面を受けることが不可能となると考えられる． 

5・2・非時間的関係による斗エの機能   

斗ヱは，アスペクト形式と関係なくすべての動詞や形容詞，存在詞．指  

定詞の品詞を問わず取ることができ．その際＜並列＞となる．＝  

（44）与増フ1ユ匂増71主頑＝†叫手：421  

（お金が坦塞ヱ，恋人が出来るのに！）   
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（45）ユ7ト音印書互三吉皇室生皇祖†ス1半‥111†   

（その中を流れる長くて澄んだ川。）  

（46）そ！叫せ7トエ阜01駁叶盟主室皇7巨泳叶（ユ蚕♀：222）   

（本物とは，行ったり来たりすることがない・1旦旦，旦上がない－）  

（47）杏三召Olユ可せ召里斗ユき且司司召Ol司悪亡ト（望：85）  

（創造的で，批判的な思考はむしろ荷物になった。）  

（44）．（45），（46），（47）のように，前件と後件をたんに列挙して表せる  

機隠 すなわち“羅列”の機能があるり   

また，論理的関係による意味を実現するのは，実際は“羅列”する機能  

から派生的に実現したと考える。上に挙げた（30）のl甘尋喜01ロlヰ7t  

ヱ 官は甘（実はすでに出て行っていなかった）は＜原因・理由＞の臥  

前件と後件がたんに，因果関係を持って結合されている。実際に，このよ  

うな可ユの＜原区卜理由＞の例は，実現される他の意味に比べて極端に少  

ない。このことはたんなる“羅列”の機能から派生的に実現されているた  

めと考えられる。  

5．3．時間的関係による胡ス1の機能   

叫べが時間的関係による意味を実現するのは．到毀ヰ形式を持つ動詞を  

取った，＜先行・様態＞，＜様態＞である。これを概念図で示すと次のよ  

うになる。  

様態…汝O一々瑠申せ菩叶  

（座って正面を見る。）   

以上の概念図より．後件は前件の動作終了後の結果が継続する局面を受  

けて行われている〕このような点から．胡裏中形式を持つ動詞を取る卯月   



l一札Il卜月と動詞のアスヘクト的特徴との関連性（鄭）（55）   

は“前件動詞の終了結果が継続する局面全体を受ける”と推測できる。な  

お，＜様態＞の割エとの違いは．斗ヱが現場終了の局面を直接受けて後件  

に移るのに対して．朴榊ま動作終了の結果が継続する局面全体を受けて後  

件に移る点である．、  

5．4．論理的関係による印可の機能   

胡べは，基本的に到裏中形式を持つ動詞と結合して時間的関係による意  

味の＜先行・様態＞と＜様態＞になることを見てきた。逆に，斗ユ裏中形  

式のみを持つ動詞は，時間的関係による意味を実現せず，論理的関係によ  

る意味のみを実現する。   

呑】lベは，アスペクト形式とほ関係なくすべての動詞や形容詞．存在；軋  

指定詞の品詞を問わず取ることが出来，その際＜原因・理由＞となる（ユ  

（48）幸子明子OtO17】・叶吾せ甘叫叫斗旦且昔阜ヰス1吾望01叫可ユ号  

♀貪毀叶†列旦ヲト136）  

（何其の上の子が九歳なのだが，いまだにおもらしをして大変だと  

言いながら彼らは笑ったし1）  

（49）望し卜‥せ01叫早q倒べ今貴斗窃旦旦王寺昔舌1  スl増子裏烈01  

阜（可上巳卜219）  

（ねえさん‥・部屋が暑過ぎて下着姿でも十分過ごすことができそ   

主立。）  

（50）召甘叶‥且且望01叶人l71年斗7ト瑠可リオ可  呑q．エス1？（可土  

可：2SO）   

（キルナム・‥ 土曜日だから寄宿舎に人気がなくてもっと寒いね。そ  

うだろう。）  

（51）且可軋叶早望王駁可ベユ望召叫可．（甘叫：157）  

（むしろ．なんのこともないからそうなんでしょう。）  

（48）．（49）．（50）．（51）は，前件と後件が因果関係をもって結ばれている． 
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上で述べた＜原因・理由＞とは違って，形容詞，指定詞，存在詞が叫べ  

をとり＜手段・方法＞を実現しない．＝ 朝べをとり＜手段・方法＞の意味を  

実現するのは，斗ヱ毀中形式のみを持つ動詞である。例えば，雪中（食べ  

る）．引ヰ（読む）の例を参照されたい。  

せせ可割Ot句中．（作例）  （52）土且ゼ幸吉せせ叫望恕01当01ベ  

ご飯を毎日山食べて太らせなければならない。）  （相撲選手は，  

司0lotせ叶（作例）  （53）朝せ皆Ol宅j01人l喜骨せ小菅01  

立派な人にならなければならない。）  （本を沢山読んで，  

（52）は召割当q（食べる）が，一叫望幾01’（毎日沢山）という前提条件  

のもとに継続させて，後件●せ阜可♀甘（太らせる）が起こる。（53）は  

召朝引ヰ（読む）が．法01（沢山）という前提条件のもとに，‘尊号せ斗  

替01耳叶（立派な人になる）が起こる。すなわち，前件の動作全体が後  

件の‘手段・方法’となり後件が起こることが分かる。このような点か  

ら，“割ヱ裏中形式のみを持つ動詞が嘲ス1をとると，前件と後件を“手段・  

方法”で結ぶ’、と推測できる。したがって，斗ヱ裏中形式のみを持つ動詞  

であれば，いかなるものであっても朝ス1と結合して＜手段・方法＞を表す  

ことができる。  

6．終わりに  

本研究は，現代朝鮮語の接続形斗ユ，朝川こついてそれらを取る動詞の  

アスペクト的特徴との関連性に焦点を当てて，その機能を説明した。  

〈斗エの機能〉   

時間的関係……斗ヱ裏中形式のみを持つ動詞をとって，その前件動詞  

の生起～終了局面のある一点を受ける   

非時間的関係…どういうアスペクト形式を持ち得るかとは関係なく，  

すべての品詞をとって，前件と後件を単に“羅列”き  

せる   
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相川の機能〉  

時間的関係…‥・胡裏中形式を持つ動詞をとって，その前件動詞の終了  

結果が継続する局面全体を受ける   

論理的関係……（1）どういうアスペクト形式を持ち得るかとは関係な  

く、すべての品詞をとって，前件と後件を“因果  

関係”で結ぷ  

（2）割ヱ裏中形式のみを持つ動詞をとって，前件と後  

件を ■‘手段・方法”で結ぷ   

さて，竜一ユ，嘲月ほ．これまで多くの先学によってさまざまな意味とし  

て解釈されてきた。代表的な例を次に挙げる。   

斗エは，勾留dりり961：296）の‘音司望句 曹甘’（動きの終了）．増7】  

尋（1972）の‘せ且’（完了）．刃千切（1984）の‘召含せ且’（陳述完了）  

など従兎 斗ヱ自体が‘終わる● という機能を持つとし，望音型（1975：  

30）でほ‘せ嘲ス1年’（状態持続）の意味を持つとした。しかし．村立はそ  

れと紡合する動詞の生起～終了局面のある一点を受けるというこれまで考  

察を通じてみてきたように．斗ヱ自体に‘完了’あるいは‘終了’の意味  

が存在するのではなくト結合する動詞の現場終了の局面を受けた吼初め  

て前件に‘終了’の意味がもたされるのであるく，   

また，月寄手（1985，1996）．甘フ1月（19舛）らによって，斗ヱは単なる  

“並列”の機能しかないという語用的条件に着日した極論が最近の傾向と  
（54）  

いえるが，斗ヱにたんなる“並列”の機能しかないとしたのは強けない。   

胡月は，勾引Il（19引：299）の ウt召’（持続）と ヰ’（方法）．月71召  

（1972：700）では‘7ト召’であるとした。特にス1瑠手（1990ニ333）では，  

会話において，胡和よ‘嘲7用ヱ’，‘司孜ヱ’などに言い換え得ること  

を指摘，基本的な意味は‘7用’と規定している。確かに，朝べが‘到  

7t司ヱ’，‘嘲 努ヱ’と言い換え得ることについては興味深いが，司目白  

体がウI・甘 という意味を持つのではない，ということば以上の研究を通  

して明らかになった。また，召瑚望（1985：59－60），王且肇（1991：41）な  

どでほ，‘単五ス1年（完了持続）であるとし．司べ自体がそのような時制   
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の意味を持っているがために∴‘朝（一敗／酎†の時制の制約を受け（芸）と述  

べる。しかし，これまでの論述から，朝人1が時間的関係による意味を実現  

する晩古順何形式を持つ動詞の終了桁果が継続する局面全体を受け，論  

理的関係の意味を実現する際は，あらゆる品詞を取って＜原因・理由＞を  

表し，また可ヱ裏中形式のみを持つ動詞を取ると＜手段・方法＞となるの  

である。したがって，判メ1日体に時制が存在するとしたのは頒けない。   

終りに，‘昔工法01・ベ’（持って座って）のように朝ス1が斗ユを包含する  

構造が，‘毀d川号ヱ’（座って持って）になれば斗ヱは朝べを包含しない  

といった文構造的な側乱すなわち統辞的観点からの研究はいっさい行っ  

ていない。また，‘召01月71ヰ’（歩いて行く）は，‘召0171－叶（歩いて  

行く）と言い換えられるように，叫べと嘲（－叶／－0・1）とは深く関連してい  

るのであるが，このような観点も触れ得なかったゎ今後の課題としたい．二  

【謝辞】本桐をまとめるに当たり，菅野裕臣先生にはいろいろとご教授いただき  

ました．1また．指導教官の野間秀樹先生を初め，伊藤英人，南東具の諸先生には  

ひとかたならぬご指導をいただきました。浜之上幸先生のご論考からは多くのこ  

とを学びましたが，特にアスペクトに関しては直接ご指導くださいました。権在  

淑先生のご論考は本稿の出発点であり，本研究を進めるに当たって常に参照させ  
ていただきました。渡辺洋子，Festu5Jen血Ig両先生には得がたいご意見と常に  

励ましていただきました。東京外国語大学大学院研究員の寺ロ1乱 国費留学生の  
中土乳 交換留学生の01♀乳 昔叫召の4氏には多くのご助言をいただきました。  

そして，東京外国語大学大学院生の中島仁 中西恭子の両氏友人の荒井信子氏、  

及び夫の井実充史に心より感謝を捧げたいと思います。  
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鄭玄淑（1996，1999），内山政審（1999）などがある阜  

（4）意志動詞とは、嘲叫や車中などの命令形，斗可などの勧誘形，‘斗工 忍叶   

形式を取り得る動詞で，これらを取り得ない動詞が無意志動詞であるり菅野  

裕臣（1986－7：第2巻7号65）参照。  

（5）鄭舷淑（1996）は，以後 ■絃’を一玄’に改めて表記する．二  

（る）タクシス（≠Ⅹis）については，菅野裕臣（1991：52－35）及び，浜之上事（1992：  

77－85）参胤，鄭玄淑（1996：7g－80）は、斗ヱの実現する諾意昧が＜先行＞  

＜様態＞＜同時＞の時間的タクシス性のものと＜原因・理由＞の論理的タク  

シスとに分けられるとし，特に＜並列＞のように時間的タクシス性をいっさ  

い含まないものがあることを明らかにしている。また．権在淑（199ヰ）は瑚  

ペの実現する諾意昧が「Chronological（時間順的）なタクシス的性格が貫か  

れているといってよい」と指摘してtlるu ただし，論理的なタクシス性につ  

いては言及していない。  

（7）浜之上事（19列）で「アスペクト的意味」と呼ばれているものを，本桐では   

「アスペクト的特徴」と呼ぶことにする。  

（8）菅野裕臣訳（1971：注4乙 43）によれは，朝鮮語のアスペクトと接続形の関  

連性を述べているのはRachkov（1962），Xolodovich［Xo）（OE10tmtl］（1963）で  

あり，後者は斗ヱと朝のみを扱っている．二Rachkov（1962）は．他動扁軋 自  

動詞のレベルを第一段階として，さらにそれらが状態性を持つか否かで限界  

動詞と非限界動詞に分類する．，さらに，アスペクトによる動詞分頼の観点か  

ら斗ヱを胡凡 嘲と比較し，後件を7一斗，且ヰに限定したうえで「他動詞と  

限界自動詞が「－ヱ」形を持っのに対して，非限界自動詞だけがト○レー01」あ  

るいは「－叶月／－01人1」形を持つ」としている。  

（9）lせせ当毀叶（ご飯を食べた），せせ甥毀叶（手を洗った）．●斗号数叶   

（串に乗った）などを「行為完了」とみて，「完了柑」としているようである：．  

ところが，斗ユを取って先行性を表さない数叶 改悪叫，普匁叫，召毀叫は   

「完了柚」なのかどうかなど，アスペクト的特徴についての定義が曖昧である．二  

（10）本稿でほ，‘－0レ′叶（＝嘲）と盲川はそれぞれ独自の機磯を有するものとして   

考える‘）絆しいことは，鄭玄淑（1999：304－305）参照。  

（11）内山政審（1999：23）は，叫べの文法的意味について，＜先行＞と＜様態＞  

の区別をせず，＜様態＞を＜先行＞に含ませてしまうことを新たに提起して  

いる∫Jこの論文の重要な主張のひとつであるが，結論部分で「「先行」をふく  

めたすべての文法的意味には何らかの意味での用言lと用言2とのむすぴつ  

きがふくまれている」と述べ，その際の＜先行＞における「何らかの意味で  

の用言1と用言2とのむすぴつき」を「一体化」という概念で説明しようと  

する。ところが，この「一体化」という概念は，他動詞において用言2が用  

言1の客体を保持する場合、用吉1の客体が主体に引き寄せられた状態で用  

言2が行われる場合，主体が移動することによって客体を主体自身へ近づけ   
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ようとする動作が用言1に認められる場合．移動動詞において用言lの終了   

局面における主体の位置が用言2の行われる位置と同一である場合に適用さ  

れており，要するに，客体が存在するときは主体と客体が接近することを意   

味し，存在しなV－場合には主体が動作を行う空間が前件と後件で一致してい  

ることを意味していると考えられるu しかし，主体と客体の接近と主体の動   

作空間の一致はまったく別個の概念であって、これを「一体化」という一語   

で括ってしまうのであれば，そこでは「前件と後件が何らかの関係を持つ」  

という程度の意味しか持たせることができないであろう。論の本質に関わる  

重要な概念だけに，明確かつ詳細な概念規定をする必要があるのではないか¢   

「場面」の曖昧性については証（10）参照。  

（12）内山政春（1999‥45）は，割ヱについて前件と後件の「場面のことなりを構   

極的にあらわすというよりは同一場面であることを明言しない文法形式」と   

述べるが，そうであれば，‘司可斗号音ユ71・中●（リヤカーを牽いていく），  

●朝せ号立引き叶（本を持って読む）のように同一場面であることが明白な   

文が成立することをどう説明すればよいのであろうか。「同一場面であること  

を明言しない」だけであるから，同一場面であってもかまわないというので   

あるなら，その文法形式の意味は「用言1を接続形として機能させること自   

体（「羅列」といいかえてもよい）」に限りなく近づくと思われるが，そうで   

あれば今度は －★召ヱ叶叶（歩いて行く），－★曹司エフ一斗 などが非文とな   

る理由が説明できなくなる。また，朴榊こついてはその文法的意味として＜先   

行＞を認めているが，3．2．2．l．で詳論するように朝刊ま＜先行＞の意味を実  

現しないと思われる。  

（13）浜之上幸（1991：2－7）参照。  

（14）資料は野間秀樹（1996：134）の「時代限定の原則」，「場所限定の原則」，「ジャ   

ンル限定の原則」に従って，19gO年代以降に大韓民国で出版された小敵戯   

曲，浸画から選択する1分析は基本的に筆者の内省によって行うが，判断が  

微妙な場合は，他の母語話者にも確認をとる。  

（15）野間秀樹（1990：4）は，名詞分類の際に「すべての名詞が一定の文脈の中で   

扱われるぺきことを前提とする」と述べ，当該の単語のみならず文脈を共に   

扱うことの重要性を指摘している。浜之上率（199l：27）も参照。  

（16）鄭玄淑（199¢の定掛こ一部不備のあるものを加えた。  

（17）郷玄淑（199る：78－80）は，時間的タクシス性の強度により，斗ヱの実現意味  

を＜先行＞＜様態＞＜同時＞の順に位置づけ，＜原因・理由＞は論理的タク  

シス性に当たるとした。  

（18）Maslov（197g）によれば，アスペクトとは「動詞によって表された動作を，   

話し手が時間におけるその動作の経過と配分の観点から（ただし発話の瞬間  

とは関係なしに）行うあれこれの評価，特徴づけ」であり，アスペクトは時  

間との関連性が強いといえるコ   
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（19）動作や状態の「主体」と．文の成分としての「主語」，及び発話の担い手とし  

ての「話し手」はそれぞれ区別する．野間秀樹（1990：57）参阻，  

（20）ここでの場面が輿なるという意味は、鄭玄淑（1996‥24）でも指摘している  

ように，前件と後件が異なる場所で行われていることを意味し，別々の場面  

で行われていることはすなわち．時間的な隔たりがあることを意味する。  

（21）否定や不可阻禁止を表す意味の用言は，本偶においては考察の対象外とした 

（ZZ）浜之上率（199l：ヱ3）では，菅野他（19S8）をもとにして，動詞が斗ユ裏ヰ，  

朝裏ヰを収るかどうかを次のような衷で示しているこ．  

魂ヱ裏年  判毀ヰ   動詞の例   

他動詞   
＋  せヰ（分かる），雪中（食べる），憩ヰ（握る）  

諺ヰ（似る），安中（合う）   

十   ＋  望吾斗ヰ（熱中する），且叫（来る）  

＋  
自動詞             ，  

意中（遅れる）召斗（歩く）  

＋  車中（老いる），書中（気が触れる）  

雀卓可q（結婚する），増71叫（見える）  

（＋はこの形式を持つことを示し．－はこの形式を持たないことを示す。）  

（2う）浜之上宰（199l：26）のアスペクト的クラスの枠組は．以下のようなアスペク   

ト的クラスの枠組みを提示している 

状態動詞…・・…………… 昏ヰ（似る）l女中く老いる）など  

動作動詞  

状態性動作動詞……t‥・ 曾ヰ（分かる），女中（遅れる）  

動作性動作動詞  

主体変化動詞……‥ 杏叶（握る）．且ヰ（来る）   

主体非変化動詞‥・‥・ 雪中（食べる），召叫（歩く）  

このアスペクト的クラスの枠組みは浜之上事（1997b：訂1）で発展させられ  

ている…－  

（24）ただし，文中に動作の反復，複数回を表す状況語がこない場合や．後件にせ  

ヰ（生きる∴暮らす）などの習慣的な事柄がこない場合に限るu このことば  

＜様態＞＜継起＞においても同様である＝．  

（25）文中に反復や継続，習慣的な事柄を意味する副矧状況語がなければ＜先行＞  

となる。l  

（Z6）このことほ，浜之上幸氏から第16う回朝鮮語研究会においてご教示をいただ   
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いたものである⊂，  

（27）せヰ斗（会う）は，－－？スl勇司1せヰヱ廿せ『斗（夕方あってご飯を食べる）’’  

と言った場合，後件 ●廿せ雪叶（ご飯を食べる）を行う最中に，前件に対  

して‘せヰヱ 腋叶（会っている）と言えることになる。しかし，母語話者  

に確認するとこのような例の場合，■‘司当可1せヰス1せ含雪中（夕方あって  

ご飯を食べる）’◆の方が自然だと指摘する。実例においてもせヰヰ（会う）は，   

前件と後件が同じ場面で行われる場合はすべて嘲べをとって表れる（3・3・2・1・  

参照）‖  

なお，や合雪エリ・敷甘（薬を飲んで直った）のような例は，前件が原［針   

理由となり．その結果が後件として表れるという，＜原因・理由＞の意味と  

なる。  

（28）浜之上幸（1991‥5ト53）では，「状態性動作動詞」のうち「心理動詞」は「主   

体の精神活動」を表し．「抽象動作動詞Jは「抽象的な動作を表す」とあり，  

これらの例は＜継起＞となる「なお．「心理動詞」とされている動詞のうち，   

曾可（知る）、且ヰ（見る），書中（聞く）などの知覚活動を表すものは，話者   

の認識の上でのみではあるがlス1子中せ敦中・（たった今知った。）†などの  

ように、現場終了局面を持つことができる。頗軌こは，他の心理的な活動を   

表す動詞類と区別して扱うべきで より具体的な考察を要するが，今回は触  

れられなかった．．  

（29）呑相月の＜同時＞は，菅野裕臣他（19g8；19別2），柴公也（1984：135）・鄭玄  

淑（199る：50－52）参照り  

（30）擬声擬態語＋（一刀司中）禿せ－，召軋 望可『－，督督－，擬声擬態語＋（一朝   

ヰ）脅せ－、召望－－ などの反復を表す語尭が現われる．：  

（31）浜之上幸（1991：35－36）では宮司01中，叫叶，望ヰ．q勺qのように「具体   

的な事象を表す文脈」の場合†動作の終了後の局面において「主体は動作の   

生起以前の状態に戻ることができる意味」で主体は変化しないと述べ、また  

r主体ほ動作の終了値後に同じ動作を再び繰り返すことが可能」で．その押由  

として「主体は動作の終了後，動作の生起以前の状態が復元されているから  

である」と述べている。  

）”，－●主星巫旦（塾  し て行った   ス1用ヱ社中．（一晩過ご  （52）ただし．－‘斗貴せ  

竺猛ヱ左。）のように，現場終了局面を持たない動詞が＜先行＞となる場合も  

ある。ス川中（過ごす）．きq（遊ぷ）などは ▲ス1書聖スl姐叶（たった今週  

ごした）やlスほ 申せ悪叶（たった今遊んだ），とは言えないので，現場  

終了局面を持たない1：しかし，一過ごすIと ▲行く’及び‘遊ぷ’とl行ぐ  

は同時間を共有して動作が行われることはあり得ないので，後件の行為を行  

う以前に前件の行為が終了していなければならないということが文脈の上で  

決定される．＝ このように，後件の内科こよって前件が強制的に現場終了局面  

を持たされる結果＜先行＞になると考えられる。したがって．結合する動詞   
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の持つアスペクト的特徴によって実現意味が決定されているわけではないく）  

例えば，虻千召叫人】斗貴憎ス1し】1エ号早せ叶（友達の家で一晩過ごして  

勉強する）．あるいは せエ当主叶（遊んで食う＝暮らす）などと言った場   

合は，前件と後件が叫ヱと結合して先行性を失い、同時性を持ってしまう。  

（33）重い荷物を載せて全く動かなかったリヤカーを，力持ちの人が釆てほんの少  

し動かしたという場面で．▲ス1子 中 可かl外書 音更ヰ●（たった今リヤカー  

を牽いた＝勅ごかせた）と言うような場合は可能であろう（，  

（封）また．●甥五色壌吉甘（洗ってまた洗う）のような＜並列＞，‘丘工尊卑叫  

♀ヱ 瑠望合 せ主じ「（看守と喧嘩して／喧嘩したために懲罰を受ける）の  

ような＜原因・理由＞の意味を表すが，極めて少数である。  

（55）結果が残らないというのは主附こ関してであっで 包んだもの＝客体がそこ  

に残っているから結果が残ると見るのではない⊂．  

（56）この種の用例を，匂音虻（1983）は「方法」とし，管？1月（1972：6）は「前  

段階手段帥・e－Slepmeans）」とする、，  

（37）浜之上事（1992a：59）では，主体変化動詞，主体非変化動詞はさらに．客体  

が変化されているかどうかで「客体変化動詞」と r客体非変化動詞」に下位  

分顆されている。ここでは，雪中（良べる），サq（包む）主体非変化動詞の  

うち，後者のような－包まれた後一客体は変化されている場合である。  

（58）与珊瑚（1987）ほ「対称動詞」とよぷ。  

（39）以下同様の例を挙げる．＝∴客は「客体変化動詞」を意味し．麿は主体が客体を  

近づけたり，主体が客体を相手に近づけさせたりする動詞を意味する。   

ヱ旦叫（－】伺）：専斗l客，正司斗：孜ヱヰオヰ／甘叶叶＝乳首ヰ‥雪中／斗昔   

斗音l客、ユ己】ヰ：且再三司中／ユ召l客，音可川中：せ叫／き含：斗司斗札71   

旦ヰ：安中／普せ‥奇骨可1ヰl好，司川中：官叫且叫／：キ州王l客，可Ⅷヰ：引   

可且じけ尋スl吉l客，朝q・：号可ブト中／エキユ且可1礼者Ol叶：導01手じレ号せ：増   

甘ヱ叫l客 せヰ：ヲl♀ヰ／O一号l穿，t川：音ス川ヲ1ヰ／71司せ，増中：せ叶7一   

斗／阜叫司：主音せq，豆ヰ∵藷ヰ／骨含l客．甘ヰ：且Ⅷ斗／♀せせスl・叫l客．   

せヰ：増刊司叫司中／号ゑ召号叫l客，司ス1年：手刀司スl告ヰ／べ増せ，号ヰ：   

阜叶功壊せ：宣告I許，号01望斗：句中／キュ貴せl客，ヰ斗：昔軸／中古：軸叫   

lぎ，空中‥増叫／せ会7一年：旬刊可l啓，具申：含司尊卑／土せ判明l磨∴可   

可可川：望司且中l客、昔ヰ‥せ0】ヰl客，せ叫ヰ：フ囲五割ヰ（沓可）l逓，   

中音斗‥句ヌ1亡レ幸せヰせ司召l落，せヰ：Ⅷ望q／号音：エ斗スlせ智阜l許．要   

手中：里人】叫ヰ／千尋叫．曽ヰ：村中／望且孟斗吉望せ，当01中，且且可：斗司   

相手Olヰ‥ヲ川l許，骨ヰ：せ司手亡㈹毀主音：且叫．せ叫：三司中（ヰ）／風音   

l題，せヰ：司♀て〟叫01主音や瑚l逝，望サニ可ヰ／与甘増l．近，甥71中（尊   

卑）：忍01司子中l許．且し11叫：立切舌11手中作中一彦，甘司川中：ヰ7トヰl′好，   

ぜ司叫：増ヰ／吾♀：匂子召せl避，梁ヰ（せ増外川）：姜ヰ／：召せl客，せ叫：   

せ司じレ肇可エI客．昔叶：7伺ヱ7巨レ音干瓢号l客，分可：号可音亡レせ智せ：   
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子召ス用l客．斗中：号ヰ／口付主音：且斗旦旦ヰl題，斗叫：叫ヰ／せ台上近，   

計ヰ：号可専ヰ／せ香合：千尋ス川l客，月】叫：舌1・ヰ／望今】可：軋司1♀中：且じレ   

斗魯：△型せl客，ヰ中：且単利手中（昔州）／昔ス11穿．ヰ斗：告斗／せ手叶盲   

l啓．句中：考01叫／可言：且甘01舌．頻1ヰ：♀告斗ヰ／スl阜‥社ス1斗叫＝乳牛   

中：子中／号せ：川音I客，生じトキOl中／暮せ，牛叫年せl客，甥q（せ里）：且   

司郎ヰ／せ叫l客，嶺ヰ‥音01叫／ヱ朴封印拍1ヰl客，官月割ヰ‥可司且ヰl   

客，望ヰ（号）：旦ヰ／ヰ子中叫71舌l客．句中（旦召・丘キ）：曾号可l啓，ス一旦   

叫（7ト且）：憾工五／せ阜l客，沓中：号可川中／盟羊司：喜せ，司ロlヰ：増ヰ／せ   

旦l軋雪中：子中lぎ＼音可‥増q／骨瑠01号：昔年仁近．子中‥スlヲl叫／甘せ   
l逓，手中‥叫旦川中／杏斗ぜ召せ仁彦，電可増ヰ‥朝刊村中／昔今含：叫斗叫   

号，ヰq：坐斗／司やせl啓，可旦ヰ：叫斗斗亡け年増せ：増司書，斗叫：号dl旦   

己】亡レ召瑠ヰ望せ．ヌ1叫：7t司7ト可司ヰ／用せせ，司ヰ：昔ヰ／叶01可与：昔阜l   

客，叫ヰ‥せ斗71・Cけ勇司昔l客，可ヰ‥瑚せ斗叶／坐望召：瑚且且l啓，斗可：   

斗q／鼻音：吾Oll客，叫嘲ズl斗：村中／子増せ：早番番人1号l客，普ヰ‥号早人1   

ヲ1叫／昔：ス川．瑚q：景斗／叶き朴杏斗阜l軋昔ヰ：彗可『じけ子音せl客，   

甘欠lヰ：せq／旬阜：せOl，召斗：手史1村中佃単音：月旦号、等。他に斗可動詞   

が92例あり，＜手段・方法＞を表す√  

（40）脇力していただいた母語話者は次の方々（敬称略）。甘増彗（東京外国語大学   

交換留学生．ソウル大学言語学料4年生），召♀朝（東京外国語大学日本専攻   

3年生），叫里瑠（東京外国語大学大学院生），づフl阜（束京外国語大学交換留   

学生l延世大国語国文学科4年生），舎尋ロ1（専門学校生），01ゼ望（東京外国   

語大学日本専攻3年生），Olスl♀（東京外国語大学日本専攻2年生）－尋常舎   

（専門学校生），璽望蟄（東京外国語大学交換留学生．延性大国語国文学科4   

年生）．司阜瑠（東京外国語大学大学院生）し以上1960年代から1970年代に   

生まれた20代～50代の方々であるし調査は2000年3月に面談式で実施し   

た（：本桐は，以上の方々のご協力がなくでは完成され得なかったであろう。  

この場を借りて心から感謝申し上げたい。  

（41）以‾F同様の例を挙げる17巨町中：せ斗叫（寄りかかる：話す），書中：申l中／   

手合：吉富（挙げる：こする／手を：日を）、里中‥旦叫／音せ‥ユ号（開ける：   

見る／目を：彼を）．司ヰ：カキじ〃壬7何せ：望音可1（開く：指差す／指を：顔   

に），叶ヰ瑚回且旦ヰ／せ7帽（開く：飛び上がる／羽を），屯句中：用望q（伸  

ばす：突き出す）†等ン  

（42）郷玄淑（1999）では，斗ヱを取って＜様態＞を表す特定の動詞群は，斗ヱ裏   

中形式の持つ終了局面を受けるが．それらが嘲べを取るときには，前件断と   

後件節の文脈の意味によって＜手段・方法＞と＜原因・理由＞の意味を実現  

することを論じた．  

（43）以下同様の例を挙げる。し日中：せ斗ヰ／与71号（出す：話す／勇気を），与】スlヰ：  

卑里可中（くまなく捜す：確認する），叫旦可‥せ司且ヰ／召せ（沿う：走る／   



ト斗 ul一々と動詞のアスペクト的特徴との関連性（鄭）（45）  

道を），叫l司叫‥号Olヰ（打つ：殺す），号ヰ‥司♀吉甘叫（まとめる：吸うタ  

バコ），患王司中：司1上回デーヰ（しやべり続ける：洗脳させる）．叫昔五年：せ  

呑ドー（遠回しにする∵言う）．阜己巨ト：せ科可／望せ（熱をあげる：話す），サ  

斗旦ヰ：せ斗ヰ（きっぱり切る：言う），曇可／切望♀（つくる：隊列を），等：，  

一斗号号叶（申を牽く），▲司01ヲ一号望叶（リヤカーを押す）などの客体を  

操縦する意味の動詞煩が背辞を取った例は，＜手段・方法＞＜原因・埋1［】＞  

の如何に関わらず，今回収集したなかには見当たらなかった．）  

（‘14）以下同様の例を挙げる、、召ヰ（歩く），71中（這う），千旦ヰ（転がる），せヰ   

（飛ぷ）．せ司ヰ（走る）、羽中（駆ける），賓可可しIヰ（駆けまわる），等，〕  

く45）浜之上宰（199仁王9・弱）の盲う「主体変化動詞」は、さらに「生起変化動詞」  

と「終了変化動詞」とに分けられ．前者ほ斗ヱ裏年を持っていることですで  

に一部の主体の変化が実現されており，「動作の生起の局面で主体の変化が実   

現」されるとし．後者はヰヱ裏ヰを持っていないことから「動作の終了の局  

面にいったて初めて主体の変化が実現」されるとする。前者の生起変化動詞  

のうち，移動動詞顆のみが司】月を取ると餉件のl先行性● が表れる1  

（46）野間秀樹（け93a：146－147）参駄本稿ではさらに，移動動詞の概念を広げ，  

含中外ヰ（登って行く）．♀叫且ヰ（登って来る）などの合成動詞やエ甘せ7†  

ヰ，エ専せ承1ヰ（逃げる）など一息／魯がついたもの，句告可叫（外出する），  

司子年q（退社する）などの可斗動詞や往来、外乱 離脱の意味を持つもの  

は全て含める。．しかし、土り可号喫01ヰ中（少女らしさから抜け出る）のよ  

うに空間的な移動の意味を持たないもの．ヰりヰ（通う），費叫申しIヰ（つき  

まとう）など往復の意味を持つものは除外する．‥．  

（47）権在淑（1994：12）及び内山政春（1999：26）は，このように移動動詞が嘲ス1  

を取る場合を＜先行＞としている．，  

（48）母語話者の9人に確認したところ，全員が認めた▲二 しかし、7一斗（行く），且  

ヰ（来る）のような動詞が盲川を取ると，‘先行性◆ を得びるとの指摘があっ  

たu  

（ヰ9）このニュアンスの遠いについて母語話者8人に確かめたところ，全員が認めた．  

（50）朝鮮の諺に 一望三司召－せ7l’（身を伏せてお辞儀を受ける＝・相手がする気が  

ないのを無理にさせるの意）という言葉があるように，－0レ可司でも言い換  

えられることが多いようであるし  

（51）同類の例を7ト叶（行く），且q（来る）のような移動動詞，没ヰ（座る），人l中   

（立つ）など姿勢を意味する動詞除き，一括して掲げる．二71↓トキ…順に以下に  

挙げておく。また，両アスペクト形式の有無については．10人の母語話者に  

磋認を取り，その中の7人以上で答えが一致したものを挙げた。しかし．母   

語話者の間でも揺れが多く．有触の認竃は非常に国難であったため｝ 結果が  

明碇に出ず筆者の内省によったものもある，、  

なお，十／十の記号は斗ヱ毀ヰ形式有†瑚毀中形式有を表し，1摘伴：後件／   
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前件主体または客体：後件の主体または客体’の帽で記す（）なお，要は受動   

態，′はト宙きを示している。？は，母語話者によって判断が大きくゆれる   

例である。   

＋／＋沓吉和可：司貴中／せ小官，＋／十有司スIqノ司曹司叶ノ＋沓司叶増号司亡レ   

打払計軒㌻ ＋／十普且村中：号中．＋／＋司五月ス1ヰ，ノ十ユ01スl中：Ol可司毀   

亡レ斗号Ol，ノ＋督己】ヰ：音吐／叫望可巨よ淫I受，十／＋列可しトヰ：曹司フトヰ，＋／   

＋勿l叶車中空耳／：斗阜，ノ十瑚スlヰ：喜司叫司亡〃音Ot．ノ＋ワ1年（叶キ倒しり   

本年，ノ十し†斗：且卑7一年可一斗／斗れ．＋／＋小月こ卜斗ヰ／：普増せ．＋／＋ヰベ可：   

望亡レ：勇司増せ，＋／＋ヰベ叶：せ可中，十／＋小人lヰ：童号せ嘲寅1年，＋／十しl・   

且斗（召01）：／せ中．十／十ヰ叫ヰヰニオ旦卑亡レ：召阜，ノ十甘斗：昔亡〃臼】音7】   

中，ノ＋豆中：告可且可／望キス1外、＋／＋上司可中：句中．＋／＋き斗qlトノ   

＋土安倒ス1中‥せq／：川里7川，十／＋甘専科ヰlト十／十q司朝スl斗：号叶上   

中，＋／＋q可七卜＋／十音型割q：判子中／：且五叫土貴せ，ノ＋吾望可スlヰ：q   

且斗，十ノ＋号ユ判ス】ヰ：斧可7トヰ／盲Ol，ノ＋句中／骨曾干7ト，十／＋句中／望噂】   

01，＋／＋昔司阜q：曾哲せ朝刊ヰ，＋／＋唱01スlヰ：用司叫且ヰ／ス1旦．ノ＋唱01   

ス1q（望司）：暑中，ノ＋里中／71・且旦，ノ＋旦叶甘叫叫叫／：号♀，ノ＋せ割鴎ヰ：   

号可且中、ノ＋甘習斗ヰ：望せ斗ヰ，＋／＋且01中：干せ可己1中川オ官7椚／司到   

昔呵司専，＋／＋望司ヰ中：増望月己lヰ，＋／＋せ7叫句中：召ヰ／望音可：音月半音，   

ノ＋叫7一斗ヰ：皆叫べ可，＋／＋曳可しI叫：せヰ、ノ＋斗尊卑ヰ：寸叫ヰ中，ノ＋   

せq：望中／脅せ斗可1：尊書，ノ＋叫スl叫：／司望月可】，＋／＋斗斗スl中／皐月7レト  

（消える），ノ＋斗五甘句中：号音判スl斗／司管甘，ノ＋せ中〔生〕：叫司し1・フトヰ，ノ   

＋督頚斗ヰ＝・，＋／＋増普斗ヰ：タl羽音ヰ／‥叫音せ，ノ＋書中：司斗ヰ／：叫句音   

せ，十／＋瑚01叫．ノ＋ス1千早瑚スlヰlト＋／十叫01叫：食71中／尋号可1：せ召せ   

せl受．＋／＋せ子村中：せW：州呵吾．＋／＋普せベヰ：叶ヰ，ノ＋☆月1朝司ヰ：   

曹司中りヰ，＋／＋朝可ヰl受，十／十酎1】01叶l受，＋／＋朝叫可ス1ヰl受．＋／   

＋且旦叫：皆旬刊且0】亡レせOl，ノ＋阜村中：せヰフ1旦斗中，ノ＋可7憎曾斗ヰ：   

せ鴎斗．＋／＋丘171専管司同寸：可号ヰ．＋／＋Ol曹司亡卜司且朝7ト叫／望可Il受．＋  

／＋Olせ瑚ス1ヰlトノ＋望01叫ヰ：7一斗，ノ十望01人lヰ：小木斗．ノ十？望印可叫：   

重ス1由一ヰ，ノ＋増刊引可lトノ＋召叫：71阜可q／沓増刊：司昏，イ十雪中（死   

ぬ），ノ十手ヰ：沓叶せヰエ車中／フ17トノ＋召己l斗：且ヰ，ノ＋召可qlト＋／＋   

寄書斗ヰ：塵叫，ノ＋頚可ス1ヰ：曹司ヰ斗．ノ＋斗可／畔れ－／＋斗亡け音軋ノ＋   

斗q／卑ゼ軋＋／＋斗阜倒ス1ヰlト＋／＋貴人11斗ヰ：草書望ヰ，ノ十司車中：叫   

坤叶中／舎叫，ノ＋司可可：斗ヰ，ノ＋司斗ヰ：喜可瑚ヰ，ノ＋卑♀斗ヰlトー／   

＋？印可ヰ斗：せ司裏ヰ，＋／＋珂ス1ヰ：せ司q／ヲ17Lノ＋旦叫ス1ヰ：司貴叫／：卑   

与，ノ＋阜01中旬中：割中．ノ＋叫ヨ句中，＋／＋普司ヰ：／瑠吏011受，ノ＋音01   

号ヰ：望ヱ司裏年，ノ＋斗叫可lトノ＋宣告倒ス1ヰl′。   

以上はすべて，司l裏中形式を持ち，印可を取って＜様態＞を表している例で   

ある   
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（5Z）浜之上帝（199l：70）は「事象の属性や関係性などを表す動詞」と定義するハ  

（53）母語話者の多くはこのような動詞頼が司・ヱ，嘲人1どちらを取っても＜様態＞  

になると指摘した。  

（5ヰ）まず，人用手（1985）の順接関係の対等接続語尾で，他に順次接続や因果，方  

法，様態の意味は語用論的な条件によるとしている．・、次に，甘フ1月（19錮）は  

実際の言語資料を基に分析を行い，可エを「ある特定な統語的条件よりも語  

用的条件，すなわち文脈的条件によって表す」ことができる「特殊な機音別  

を有するとしたハ月瑠午（1996：1154）も，前掲説を受けてr“エー’自体には  

単純な並列の関係を表す役割だけを有する」と結論づけるが，ここに語用的  

条件に着目する斗ユ研究の極論が表明されたといえよう。  

（55）他に，司阜（1979：69－70）世阜望可人1骨♀且叶（ドアを明けて外を見ろ）  

のような例文は，▲その状態を維持したままIの‘状態維持’の意味を持つと  

した。01せ卑（1980：87－88）は嘲ペの基本的な意味は‘後行節の行為や状態  

が成し遂げられる（或いは“成し遂げた’’）状態を見せる－ といした。  
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＜用例を蒐集した文献・資料一覧＞  

『封卑叫当欄望む』凶避出版胞l方閤＜戯曲＞，（1991）の中，金容洛「叫千旦主ヰ子  

音」，せ増ゃ「阜人l晋01り．せ司l璽「せ青史1中骨」ノ叶骨吾「人1  

里句ヰ叫」．各月手「01告外与召号」（叫子）（奇人1）（せ号）  

（人1吏）（01告1，（1992）の中．01せ司「ユ蚕♀卑官千望年月  

卑♀可号Ol忠告りヰ」（ユ召♀）を使用。  

『現代文学受賞小説剰璽嘲昔卑く小説＞．（1992）の中．召璽登「しⅥロト♀食lベキ」  

川早）．（199う）の中，ゃせべ「家」，01里子「孤ヰ句せ7‖（家）  

（璽パ），（1994）の中，子息月「舛旦外音引与甘」，瑚到穏「召  

相川朴机，ゃせ♀「せ可判」，阜叫増「♀01サベ音更」，阜寄  

主「望刃l」（外旦ヲl†（召）（せ中朝）（阜叶＝憎刊），（1996）の  

中¶千旦べ「小手甘斗句0ト刊」（ヰ子）を使用。  

『李箱文学賞幸せ年号剋文学思想酢＜小説＞，（1981）やせべ憎叫句せ号2」（望  

叫），（1982；1985）望望♀「0川ス1仝1せ」（叫叫スl），（1982；1986）  

可昔瑠「除名旦1増」（句増），（1984）阜召セ「竜順当」（印璽増），  

（1990；1991）召匂登「唱」，01増音「音可」（望〉（音），（1992）  

司手蔓「⊂空合句五井り」（望♀）．（1993）号セ♀「♀己1増叫句  

費」（♀司）．（199ヰ）召昔手「♀乳汁喜召刊」（♀璽）．召望句  

「ユ司ヱ叫干せ王斗ス憎悪ヰ」†ユ司ヱ）．＆印増「土モ可穏  

上皇号可♀ヰ7一昔」†土き），阜嘲増「召吾虻」（尋司）．（1996）  

召01嘲「刊主音Olせせ唱」1朝丘），づ月刊「ろいト啓」（翼），召  

句尋「甘叫司♀与可斗」（甘叫）を使用（，  

『心音甚句l甘セキ音増』エス1魯せ叫可く小説＞，（】993）♀増月「叶手斗土せ貴司  

Olot71」∴召朝会「一望司知音せ」（阜叫）（望司）を使用，、  

「音型暑中せ幸せ中音鼠＝棚削l報赴＜小説＞．（1996）召句召「増せ旦1号モス1昔」  

川l甘）を使用。  

r三牡馬」火口きく′ト説＞，（1989）李吏河「斗尋叫吉川叶没中j（斗召）を班用。   
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「旦司せ脊」東亜＜小説＞．（1988）邸世盛「王陵」（甘）を使用。  

『■90せ舎可7ト斗音ゼ』，閲書出板第3企劉＜小説＞，（1990）召せ「五土且と望早  

朝」（五土）を使用′、  

阿土己いけ昔費ql沓せ且エス1」匂叫り叶＜中斗＞，（1994）0憎月1（ロ1上司）。  

（960－2261福島市町庭坂字荒町59－1）   


